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制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

制作・発行元 編
集
後
記

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
10/27 28 29 30 31 11/1

◆菊人形・菊まつり
10：00～菊市広 ～15日

２
●昔話おはなし会
10：30～菊中図
●はじめてのえいご
絵本 First step
14：30～菊中図

3 文化の日
◆しすいコスモスマラソ
ン大会 9：40スタート
泗水孔子公園
◆泗水秋まつり13：00
～泗水孔子公園
●ビデオの日上映会
13：00～菊中図

4 振替休日
◆ＤＫ（デジタル掛け
軸）ライブ
17：00～菊中図

5 6
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
七多セ総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午七多セ
総務課
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００菊市所 市民課

7
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
◆市民講座
19：00～21：00
菊中図

8 9
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●としょかんまつり⑲
14：00～17：００泗　図

●3歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館

10
◆菊池市総合防災訓
練� ９：00～１２：００
七城総合グラウンド
◆菊池こころのネット
ワークフェア
1０：００～１5：00　市福
祉会館前特設会場
●こども映画上映会
14：００～菊中図

11
●育児相談
9：30～10:30西部セ

12
●6・7カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■年金出張相談　
10：00～15：30（要予
約）菊市所健康推進課

13
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００菊市所 市民課

14
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

15 16
●資料受け入れ日
９：０0～１７：００菊中図
●おはなしパレット
10：30～菊中図
●おはなし会×ワーク
ショップ
11：00～七　図
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図

●としょかんまつり
14：00～17：００泗　図

●英語おはなし会
14：00～菊中図

17
●お楽しみ会
14：00～泗　図
●こども映画上映会
14：００～菊中図
◆龍門ダムウォーキング 
9：00～ 竜門ダム

18
◆議会報告会�
19：00～泗　公

19
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ

20
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
旭　公総務課
■行政無料相談
10：00～ 正午旭　公
総務課
●1歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００菊市所 市民課

21
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
◆第6回クラウドファ
ンディングセミナー�
17：00～菊中図

22
◆菊池米食味コンクール 
１0:30～泗　公
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
●図書館 de ナイトコ
ンサート
17：００～菊中図
●前夜祭コンサート
⑲19:００～菊中図
◆クラウドファンディ
ング勉強会�
19:00～菊中公

23 勤労感謝の日
◆九州のお米食味コ
ンクールin菊池
1０：３0～泗　公
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
●中央図書館感謝祭⑲
9：00～17：00菊中図

■男女共同参画専門
委員相談�
13：３0～16：30（要予
約）菊市所男女共同参
画推進課

24
●中央図書感謝祭⑲
9：00～17：00菊中図
◆菊池武光公生誕700
周年記念 菊池ライド
８：00～菊市広
◆第５回コスプレフェス
タ&ステージイベント�
10:00～ 泗水孔子公園

25
●育児教室
9：30～10：00西部セ
■納税相談夜間窓口�
～29日 ～２０：００

26
■年金出張相談
10：00～15：30（要予
約）菊市所健康推進課
●1歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗　公
■もの忘れ相談会�
13：30～1６：00（ 要予
約）菊市所高齢支援課

27
●あかちゃんおはな
し会 10：30～菊中図
●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■認知症介護家族の
つどい�　
１３：３0～１５：３０菊老福
高齢支援課

28
◆すくすく講座�
10：30～１１：30児童セ
●２歳６カ月児歯科健診
13：10～13：40（受付）
菊文館

29 30
●中央おはなし会
10：30～菊中図

■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００菊市所 市民課

12/1 2 3 4
■窓口延長（各種証明
書の発行）毎週㈬ 
～２０：００菊市所 市民課

5 6 7

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊市所 菊池市役所本庁舎

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。市ホームページ
イベントカレンダー
ＱＲコード

▼
特
集
の
取
材
で
循
環
バ
ス
の

「
き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
」
に
乗
車
。

集
落
や
小
道
を
辿
る
経
路
は
、
い

つ
も
車
で
行
動
す
る
私
に
と
っ

て
普
段
は
通
ら
な
い
道
で
す
。
車

窓
か
ら
見
え
る
小
さ
な
神
社
、
趣

の
あ
る
古
い
看
板
、
道
端
に
咲
く

花
々
、
丁
寧
に
祀
ら
れ
た
お
地
蔵

さ
ん
ー
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

町
の
魅
力
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

▼
ア
ポ
無
し
で
乗
っ
た
私
に
対
し

て
、
お
客
さ
ん
も
親
切
に
話
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
取
材
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
伊
藤

▼
皆
さ
ん
は
、
秋
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
私
は
食
欲

の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
食
べ
て
ば

か
り
で
す
。
先
日
、
実
家
で
食

べ
た
栗
ご
飯
と
サ
ン
マ
の
美
味

し
さ
に
感
動
。
手
作
り
の
料
理
っ

て
い
い
で
す
ね
。
11
月
か
ら
は
季

節
感
の
あ
る
料
理
を
作
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
11

月
24
日
㈰
に
「
菊
池
武
光
公
生
誕

７
０
０
周
年
記
念 

菊
池
ラ
イ
ド
」

が
開
催
。
菊
池
一
族
に
ま
つ
わ
る

史
跡
を
巡
る
コ
ー
ス
も
設
定
し
て

い
ま
す
。
自
転
車
好
き
の
人
は
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
三
代

菊池人
味府秀次さん

保育所・認定こども園・幼稚園
入園児を募集

菊池のかんがい用水群
世界かんがい施設遺産に

登録

November.2019
vol.200

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

地域を結ぶ—
 特 集     あいのりタクシーときくちべんりカー



９月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：48,624 人 －50
　 菊池：24,215 人 －16
　 七城： 5,287 人 4
　 旭志： 4,458 人 －7
　 泗水：14,664 人 －31
男　性：23,322 人 －21
女　性：25,302 人 －29
世　帯： 19,415 世帯 22

年齢別人口 
0～14歳 6,359 人 13%
15～64歳 26,314 人 54%
65歳以上 15,951 人 33%
自然増減 社会増減
出  生：26 転  入：106
死  亡：55 転  出：125

Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人 味府秀次さん　

４ 特集 あいのりタクシーときくちべんりカー

地域を結ぶ― 
10 保育所・認定こども園・幼稚園の入園児を募集します
11 菊池の用水群が世界かんがい施設遺産に登録

12
13

プラチナ未来人財育成塾
社会を明るくする運動

14 健康だより 知ってほしい、糖尿病の怖さ
歯ッピーキッズ糖尿病デーイベントを開催します

15 国民年金情報／介護予防ミニ講座　

16
17

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

18
19

文芸きくち
KiCROSSだより

20

21

人権・同和教育シリーズ
韓国発見シリーズ　こんにちは金です
桜色の合戦図 - 番外編 -
わいふ一番館／菊池観光交流館

22

～

２7

情報つう
▼お知らせ　一般不妊治療費を助成します／新規農業就業奨励金・
結婚祝い金を交付します／医療費通知（医療費のお知らせ）について
／家畜排せつ物は適正に管理してください／マイナンバーカードな
どへの旧姓（旧氏）併記／健全化判断比率・資金不足比率（平成30年
度決算）を公表します／11月は児童虐待防止推進月間です／住宅用
太陽光発電設備で売電をしている人へ／浄化槽の設置申請は早めに
お願いします／令和元年度（平成31年度）上半期の公共工事などの
入札結果を公表します
▼募集　令和元年度自衛官等募集／こども健診センター愛称を募
集します／菊池養生園保健組合職員を募集します／首都圏へ進学
する皆さんへ有斐学舎入寮生募集／新施設の名称を募集します
▼相談・講演講習　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相
談／納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／
もの忘れ相談会／成年後見制度説明会／全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間／シルバー人材センター樹木管理講習会/防災
士養成講座
▼イベント　議会報告会／第５回コスプレフェスタ&ステージイベ
ント／歴史探訪バスツアー参加者募集／第71回熊日菊池郡市マラ
ソン大会参加者募集／人権バンド「ゆう」ふれあいコンサート／クラ
ウドファンディングの勉強会を開催／未就学児のためのすくすく講
座／WＥＢ求人作成セミナー／菊池市総合防災訓練

２８
29

地域おこし協力隊を紹介します／地域おこし協力隊通信
市民の広場

３０
３１

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

3２ TOPICS～まちの話題～
３４ 市長からのメッセージ／休日在宅当番医
35 ハッピーバースデー

公式ホームページ

公式アプリケーション

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

　8月に募集していました「菊池市役所庁舎庭園の愛称」
に、多数のご応募ありがとうございました。
　審査の結果、松

まつ

原
ばら

一
いち

郎
ろう

さん（新潟市中央区）の「水車テ
ラス」に決定しました。

水車テラス

庁舎庭園

　「水車」＋「テラス（照らす）」を合わせ、水車を活用した
発電設備による「環境にやさしいまちづくりの未来を照ら
す空間」という意味が込められています。

【問い合わせ先】
施設マネジメント課 ☎0968（25）7205

　市役所本庁舎や生涯学習センター（キクロス）を利用す
る人が、集い、憩い、会話を楽しむ場となるように、本庁舎
南側に庭園の整備を行いました。水車を活用した小水力
発電を設置し、菊池の水資源を活かした魅力の創出と環
境にやさしいまちづくりのイメージアップを図るものです。
　多くの皆さんに「水車テラス」を利用していただければ
と思います。

「水車テラス」に決定しました！
市役所庁舎庭園（庁舎南側）の愛称が

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知らせ
も配信している無料アプリです。

今月の表紙
650年以上続く菊池の伝統
行事「菊池の松

まつ

囃
ばや

子
し

」が10
月13日に菊池松囃子能

のう

場
ば

で
行われました。舞人が舞う
御
おん

松
まつ

囃
ばや

子
し

御
お

能
のう

に続き、狂言
や仕舞など多くの演目を披
露。懐良親王に見立てた将
軍木に奉納されました。表
紙は狂言の一場面。ユーモ
アある台詞や動きに、客席
からは笑いが起きていました。

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

32

　
「
草
の
根
活
動
で
、地
元
を
元
気
に
し
た

く
て
」。
玉
祥
寺
区
を
拠
点
に
多
く
の
ま
ち

お
こ
し
に
取
り
組
む
。「
井
の
中
の
蛙
で
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
外
よ
り
も
、ま
ず
は
大

好
き
な
菊
池
を
な
ん
と
か
し
た
い
ん
で
す
」

　

区
長
を
務
め
た
時
期
に
地
域
で
協
力
し
て

作
っ
た
公
民
館
前
の
花
壇
は
、市
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
団
体
部
門
の
金
賞
に
。

「
季
節
ご
と
に
満
開
の
花
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

地
域
が
明
る
く
な
っ
た
よ
」と
喜
ぶ
。
ま
た
、

地
域
の
寺
、江こ

う

月げ
つ

山ざ
ん

玉ぎ
ょ
く

祥し
ょ
う

寺じ

で
座
禅
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。「
座
禅
の
魅
力
を
伝
え

る
と
と
も
に
、菊
池
の
人
に
寺
や
地
元
の
魅

力
に
気
づ
い
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
す
。
子

ど
も
食
堂
で
は
親
身
に
な
っ
て
中
高
生
の
相

談
に
乗
り
、時
に
は
紙
芝
居
も
披
露
。「
人
の

た
め
、地
域
の
た
め
に
。
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
」

　

元
気
の
コ
ツ
は
、い
つ
も
自
分
が
絶
好
調

と
思
う
こ
と
。「
暗
く
な
り
そ
う
な
時
は
、心

に
明
か
り
を
灯
す
ん
だ
。
ニ
コ
ニ
コ
明
る
く

し
て
い
る
と
、相
手
も
笑
顔
に
な
る
と
信
じ

て
い
る
よ
」。
毎
日
起
床
は
朝
３
時
。
ラ
ジ
オ

で
映
画
音
楽
や
朗
読
を
聴
き
な
が
ら
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー
や
室
内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
汗
を
流

し
、同
時
に
本
を
読
む
。「
朝
の
目
覚
め
が
う

れ
し
い
。
全
力
で
動
き
続
け
て
い
な
い
と
ダ

メ
に
な
っ
て
し
ま
う
」と
笑
う
。
早
朝
か
ら

昼
前
に
仕
事
を
終
わ
ら
せ
、午
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。「
自
由
に
で
き
る
の
は
家
内
の
お

か
げ
」と
家
族
へ
の
感
謝
も
忘
れ
な
い
。

　
「
菊
池
に
は
、頑
張
っ
て
い
る
若
い
子
が

多
い
。
私
た
ち
の
世
代
を
土
台
に
し
て
羽
ば

た
い
て
く
れ
れ
ば
」。
今
日
も
原
付
で
大
好

き
な
菊
池
を
颯
爽
と
駆
け
回
る
。

地域活動に奔走

味府 秀次さん

1_ 中央図書館の花壇を定期的に手入れ 2_ 玉祥寺で定期的に座禅を組む。11月２日
㈯午後７時から体験会も開催。「座禅は心が落ち着きます。誰でも気軽に参加してほしい」 
3_国交省の制度「かわまちづくり」に副会長として参加。「玉祥寺の川は私の原風景です」

今日も笑顔で
町おこし
Profile　あじふ・ひでつぐ
昭和25年2月8日生まれ。パイロットを目指しながら広島で造船業に
従事。静岡で建設作業員など３つの仕事をしながら航空自衛隊に合
格するも辞退。地元で整備士を志す。現在は㈲アジフ自動車を経営。
今年からギターの練習を始めた。座右の銘は「為せば成る 為さねば
成らぬ何事も 成らぬは人の為さぬなりけり」。玉祥寺区在住、69歳。

江月山玉祥寺と公民館の
前に広がる花壇の前で

1
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地
域
の
交
通
手
段
を
乗
って
残
す

　
べ
ん
り
カ
ー
は
平
成
20
年
に
は

利
用
者
が
10
万
人
を
突
破
。
平
成

22
年
に
は
べ
ん
り
カ
ー
と
あ
い
の

り
タ
ク
シ
ー
の
交
通
体
系
が
評
価

さ
れ
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　
安
価
で
市
内
の
交
通
を
助
け
る
、

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
と
き
く
ち
べ

ん
り
カ
ー
。
交
通
が
弱
い
中
山
間

地
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
は
横
ば
い
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
と
の
割
合
を
考
え
る
と
利
用

率
は
微
増
し
て
い
ま
す
。
笹
本
係

長
は
「
せ
っ
か
く
の
地
域
の
交
通

手
段
な
の
で
積
極
的
に
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

採
算
を
考
え
る
と
、
と
て
も
厳
し

い
で
す
」
と
実
情
を
説
明
し
ま
す
。

　
平
成
16
年
に
、
市
の
交
通
体
系

は
大
き
く
改
革
さ
れ
ま
し
た
。
中

山
間
地
を
走
る
路
線
バ
ス
の
廃
止

が
決
ま
り
、
代
替
交
通
と
し
て

市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ

る
「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
が
８

月
に
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
先
だ
っ

た
６
月
に
は
熊
本
電
鉄
の
運
行
で

市
街
地
を
走
る
「
き
く
ち
べ
ん
り

カ
ー
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
交
通
体
系
の
再
編
を
担

当
し
た
笹さ

さ

本も
と

聖せ
い

一い
ち

係
長
（
現
社
会

体
育
課
）
は
「
中
山
間
地
の
路
線

バ
ス
は
、
停
留
所
が
遠
く
て
利
用

を
た
め
ら
う
人
も
多
か
っ
た
。
で

も
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
は
自
宅

前
で
乗
り
降
り
が
可
能
。
中
山
間

地
の
公
共
交
通
空
白
地
帯
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
べ
ん
り
カ
ー
に
つ
い
て

「
路
線
バ
ス
よ
り
停
留
所
が
多
い

の
で
、
よ
り
バ
ス
停
が
近
く
な
っ

た
人
も
多
い
。
市
街
地
で
も
、
停

留
所
ま
で
距
離
が
あ
り
外
出
が
難

し
い
人
も
い
た
。
べ
ん
り
カ
ー
に

よ
っ
て
市
街
地
の
交
通
弱
者
を
助

け
る
効
果
も
あ
り
ま
し
た
」
と
説

明
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
空
白
地
域
を

作
ら
な
い

　
山
あ
い
の
水
源
地
区
。
平
成
16

年
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ
、
多

く
の
住
民
が
車
に
頼
る
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
運
転
で
き
な
い
人
に

と
っ
て
公
共
交
通
は
日
常
生
活
の

生
命
線
。
住
民
の
森も

り

美み

智ち

子こ

さ
ん

（
原
細
永
）
は
「
安
価
で
病
院
や

買
い
物
に
行
け
る
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
の
存
在
は
大
き
い
。
本
当
に

助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
か
つ
て
本
市
は
熊
本
電
気
鉄
道

菊
池
線
が
市
街
地
ま
で
走
り
、
山

あ
い
の
集
落
に
は
路
線
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
し
た
。「
昔
は
地
域

に
商
店
も
あ
り
、
バ
ス
も
廃
止
前

で
し
た
。
日
常
生
活
に
問
題
は
な

か
っ
た
」
と
森
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
が
、
近
年
は
自
家
用
車
の
普

及
や
過
疎
化
な
ど
で
公
共
交
通
の

利
用
者
が
減
少
。
昭
和
61
年
に
は

市
内
を
走
る
電
車
が
廃
線
に
な
り
、

平
成
に
入
る
と
路
線
バ
ス
も
縮
小

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
路
線
を
持
つ
九
州
産
交

バ
ス
株
式
会
社
の
佐さ

藤と
う

正ま
さ

直な
お

さ
ん

は
「
多
く
の
地
方
都
市
で
バ
ス
の

利
用
者
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

あいのりタクシーの利用者数

12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

0

人

あいのりタクシーときくちべんりカー

交通弱者を救う
交通システム
かつて鉄道や路線バスが主な手段だった本市
の公共交通。昭和の終わり頃から転換期を迎
え、平成に入り新たな交通体系が誕生しました。
新交通システムの導入経緯や歩みなどを振り
返ります。

市街地を周遊するきくちべんりカーの車
内。知らない乗客同士でも挨拶や日常
会話が飛びかう、のどかな時間が流れる

「�

病
院
に
、買
い
物
で
し
ょ
。
こ
れ
の

お
か
げ
で
生
活
が
で
き
て
い
る
の
」

「�

車
の
運
転
は
し
な
く
な
っ
た
け
ど
、

街
ま
で
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
本

当
に
助
か
っ
と
る
よ
」

公
共
交
通
は
、
市
民
の
生
活
を
支

え
る
大
事
な
移
動
手
段
。
本
市
で

は
路
線
バ
ス
に
加
え
、「
き
く
ち
べ

ん
り
カ
ー
」、「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」

が
運
行
し
て
い
ま
す
。
菊
池
の
交
通

の
現
状
を
追
い
ま
し
た
。

H20

12,058

H22

12,332

H24

10,792

H26

11,149

H28

11,212

H30

11,716

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０
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西回り（菊之池）コース

【１便】 電鉄プラザ   ８：30発
【２便】 電鉄プラザ 10：00発
【３便】 電鉄プラザ 11：30発
【４便】 電鉄プラザ 13：30発
【５便】 電鉄プラザ 15：00発
【６便】 電鉄プラザ 16：30発

【１便】 電鉄プラザ   ９：13発
【２便】 電鉄プラザ 10：43発
【３便】 電鉄プラザ 12：13発
【４便】 電鉄プラザ 14：13発
【５便】 電鉄プラザ 15：43発
【６便】 電鉄プラザ 17：13発

東回り（隈府）コース

東
回
り

西
回
り

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：00 7：00～11：00 7：00～13：00
運行時間 8：00～8：30 10：00～10：30 12：00～12：30 14：00～14：30

▼水源地域線、龍門地域線、旭志東部地域線

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：00 7：00～11：00 7：00～13：00
運行時間 8：30～9：00 10：30～11：00 12：30～13：00 14：30～15：00

▼七城地域線

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便
市街地
など

予約時間 前日のみ 7：00～9：30 7：00～11：30 7：00～13：00
運行時間 8：30～9：00 10：30～11：00 12：30～13：00 14：30～15：00

▼泗水西部地域線、泗水東部地域線

出発時間と予約受付時間一覧路線図

運行曜日運行曜日 利用案内 利用案内

料金

運行地域

※前日の予約時間は16：00～19：00です。

水源地域線、七城地域線　　　　　☎0968（26）5011
龍門地域線、旭志東部地域線　　　☎0968（26）5022
泗水西部地域線、泗水東部地域線　☎0968（38）0411

月曜日～金曜日

キクチ観光タクシー 菊熊タクシー 一真タクシー 泗水タクシー

片道 200円～1,200円
※区域により異なります。

水源地域、龍門地域、七城地域、
旭志東部地域、泗水西部地域、泗
水東部地域

料金

月曜日～土曜日

１乗車 100円
子ども、身障者手帳・療育手帳を
お持ちの人、介護者は50円。

まちなかで下車する山城さん。買い
物のため他にも多くの人が利用する

※�㈰・㈷・振替休日・年末年始（12月31
日～１月２日）は運休します。

目的地 第1便 第2便 第3便 第4便

自 宅 予約時間 7：00～10：00 7：00～12：00 7：00～13：30 7：00～15：00
運行時間 11：00～11：10 13：00～13：10 15：00～15：10 16：30～16：40

▼水源地域線、龍門地域線、旭志東部地域線、泗水西部地域線、泗水東部地域線、七城地域線

予約センター

市街地を環状ルートで巡回。直線的に走る
路線バスを補完する役割があり、従来の路
線バスと比べてより細かい移動が可能です。

中山間地や郊外といった公共交通の
空白地帯と市街地を結びます。水源、
龍門、七城、旭志東部、泗水西部、
泗水東部の６路線が運行しています。

利用者の声

予約センターの声山
やま

城
しろ

雅
のり

子
こ

さん（袈裟尾）

宮
みや

崎
ざき

芳
よし

雄
お

さん（富納）

あいのり
タクシー

きくち
べんりカー

市街地巡回バス 地域とまちなかを結ぶ

お 客さまからの電話を受け
て、各タクシー会社に予

約を配分。センターは３人で担当
し、顧客データを管理していま
す。電話のみのやりとりなので
相手の顔は見えないけれど、「助
かっている」「いつもありがとう」
という声を聞くとうれしいです。

週 に２回ほど買い物で利用
しています。温泉や銀行

に行くときも便利なので、とても
重宝しています。バスの乗客は
名前も家も知らないけれど、顔
を合わせれば話が弾みます。一
人で家にこもっているより健康
的だし、バスに乗ること自体も楽
しいですね。

特 集  地域を結ぶー

運
行
は
平
日
の
み
で
、
利
用

に
は
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
。
同
じ
方
面
に
向
か
う
利
用

者
を
乗
せ
る
相
乗
り
方
式
で
、
乗

降
の
区
域
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

通
常
の
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
い
料
金

設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
路
線

と
も
１
日
４
便
が
運
行
（
下
記
参

照
）。
上
記
の
市
内
４
事
業
者
が

協
力
し
、
持
ち
回
り
で
各
地
域
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

有
限
会
社
キ
ク
チ
観
光
タ
ク

シ
ー
の
野の

口ぐ
ち

務つ
と
む

営
業
所
長
は
「
交

通
面
で
困
っ
て
い
た
人
の
助
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
の
で
、
も
っ
と
広
く

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
若
い
世
代

の
利
用
も
歓
迎
で
す
」
と
呼
び
か

け
ま
す
。

　
買
い
物
や
病
院
と
い
っ
た
日
常

的
な
利
用
だ
け
で
な
く
、
鳳
来
地

区
に
あ
る
聖
護
寺
の
参
拝
に
使
う

人
も
い
る
そ
う
。
ま
た
、
土
日
は

観
光
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
菊
池

渓
谷
線
、
竜
門
ダ
ム
線
、
鞠
智
城

線
が
運
行
し
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン

グ
や
写
真
撮
影
と
い
っ
た
目
的
で

の
利
用
者
も
い
ま
す
。

❶自分１人の予約だけでどなたでも利用できます。
❷予約をしていないと利用できません。
❸キャンセルや予約の変更は、必ず連絡をしてください。
❹�市街地行き・各地域行きの便は、自宅の玄関先まで送り迎えします。
❺�行き先によって乗車するタクシーが違う場合があります。乗務員の指示

に従ってください。

❶�東回りコースと西回りコースを
交互に運行します。

❷�コースが変わっても、引き続き乗
車できます。

菊
池
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
東
回
り

と
西
回
り
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、

１
日
６
便
が
市
街
地
を
巡
回
。
約

１
時
間
半
で
１
周
し
ま
す
。
距
離

に
関
係
な
く
１
回
１
０
０
円
で
乗

車
が
可
能
。
日
曜
や
祝
日
、
年
末

年
始
は
運
休
で
す
。

　
運
行
す
る
熊
本
電
気
鉄
道
株
式

会
社
の
坂さ

か

本も
と

昭あ
き

文ふ
み

乗
合
事
業
部
長

は
「
地
域
交
通
手
段
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
市
と
連
携
し
て
現
場

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
育
て
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
買
い
物
や
病
院
に
行
く
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
通
勤
、
友
人
と
の

食
事
会
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
学

生
、
美
容
院
、
温
泉
な
ど
利
用
は

さ
ま
ざ
ま
。
支
援
が
必
要
な
児
童

が
将
来
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
施
設
の
授
業
の
一
環
と
し
て

バ
ス
の
乗
車
方
法
の
勉
強
に
利
用

し
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
市
街
地

を
網
羅
し
て
お
り
バ
ス
停
間
の
距

離
が
近
い
た
め
、
べ
ん
り
カ
ー
か

ら
一
般
の
路
線
バ
ス
の
停
留
所
ま

で
乗
車
し
、
乗
り
換
え
に
利
用
す

る
人
も
い
ま
す
。
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ス
で
知
り
合
い
顔
見
知
り
に
な
っ

た
人
た
ち
も
多
く
、
停
留
所
で
乗

り
降
り
が
あ
る
ご
と
に
「
今
日

も
病
院
？
」「
久
し
ぶ
り
だ
け
ど
、

体
調
は
大
丈
夫
？
」
と
い
っ
た
会

話
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。「
べ

ん
り
カ
ー
に
乗
る
よ
う
に
な
っ

て
、
お
友
達
も
で
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
に
な
る
の
は
岩い

わ

﨑さ
き

イ
ツ
エ
さ

ん
（
片
角
）。「
助
か
っ
て
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
遠
出
も
で

き
る
の
で
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
冒
険
気
分
で
す
」

　
市
民
の
交
通
手
段
を
支
え
る
た

め
に
―
。
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
と

き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
は
、
こ
れ
か

ら
も
走
り
続
け
ま
す
。

趣
味
も
続
け
ら
れ
、充
実
の
日
々

　
病
院
と
買
い
物
が
主
な
利
用
で

す
が
、
義
子
さ
ん
に
は
も
う
ひ
と

つ
大
事
な
用
事
が
。「
七
城
中
学

校
の
陶
芸
教
室
に
通
っ
て
い
る
の
。

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
が
無
か
っ
た

ら
趣
味
は
諦
め
な
き
ゃ
い
け
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

友
人
に
も
、
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
を
教
え
て
あ
げ
た
そ
う
。「
便

利
な
生
活
が
維
持
で
き
て
い
る
の

は
、
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
が
あ
る

か
ら
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
二
人
は
声
を
揃
え
ま
し
た
。

必
要
な
人
に
制
度
の
周
知
を

　
近
年
、
全
国
の
多
く
の
都
市
で

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
採

算
に
合
わ
な
い
公
共
交
通
の
縮
小

が
続
い
て
い
ま
す
。
中
川
係
長
は

「
住
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
も
、
市
民
の
交
通
手

段
を
支
え
る
公
共
交
通
は
必
要
で

す
。
い
ざ
運
転
が
で
き
な
く
な
っ

た
際
、
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
で

生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
地
域

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
説
明

し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
免
許
返
納
や
独
居
者

の
増
加
な
ど
で
、
公
共
交
通
を
必

要
と
す
る
人
は
今
後
も
増
え
続
け

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。「
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
や
べ
ん
り
カ
ー

を
ま
だ
知
ら
な
い
市
民
も
お
ら
れ

ま
す
。
潜
在
的
な
利
用
者
は
多
く

い
る
は
ず
。
今
後
も
定
期
的
に
周

知
し
て
、
利
用
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

人
の
つ
な
が
り
も

　
取
材
で
見
え
た
の
は
、
公
共
交

通
を
通
し
て
で
き
た
人
の
つ
な
が

り
。
き
く
ち
べ
ん
り
カ
ー
で
は
バ

病
院
と
買
い
物
に
利
用

　
利
用
の
き
っ
か
け
は
約
２
年
前

に
夫
の
正ま

さ

和か
ず

さ
ん
の
目
が
悪
く
な

り
、
遠
方
へ
の
運
転
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
妻
の
義よ

し

子こ

さ
ん
は
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
義
子
さ
ん
は
「
病
院
や
整

骨
院
に
は
、
夫
婦
で
毎
週
通
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
は
廃
止
さ

れ
て
い
た
の
で
、
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
を
使
い
は
じ
め
ま
し
た
」
と

説
明
し
ま
す
。

　
整
骨
院
の
診
察
が
終
わ
っ
た
後
、

義
子
さ
ん
は
買
い
物
の
た
め
一
人

で
ス
ー
パ
ー
へ
。
足
が
悪
い
正
和

さ
ん
は
整
骨
院
で
待
機
し
ま
す
。

「
他
の
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
も
待
合
室
に
い
る
の
で
、
世

間
話
を
し
て
発
車
時
刻
ま
で
待
っ

と
る
と
よ
」。
正
和
さ
ん
は
整
骨

院
か
ら
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
乗

車
。
ス
ー
パ
ー
で
義
子
さ
ん
が
合

流
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

市民を支える公共交通
高齢化や人口減少が進み、公共交通の需要は今後も高まり
ます。しかし、あいのりタクシーときくちべんりカーは、まだ
充分に認知されていない現状もあります。

夫
婦
で
利
用
し
て
い
る
本も

と

山や
ま

さ
ん
夫
妻
。
使
い
始
め

た
き
っ
か
け
や
目
的
、感
想
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

本
もと

山
やま

義
よし

子
こ

さん㊧  正
まさ

和
かず

さん㊨
（菰入）

「夫
婦
で
毎
週
使
って
い
ま
す
」

運転手の声 運転手の声

熊本電気鉄道 キクチ観光タクシー

下
しも

村
むら

征
せい

市
いち

さん（阿蘇市） 笹
ささ

原
はら

友
とも

子
こ

さん（大琳寺）

気 持ちよく利用してもらえるよう、元
気ある挨拶を心がけています。体

が悪い人も多いので、買い物の荷物を
持ってあげることも。「あなたが来てくれ
てよかった」の言葉がうれしいです。

週 ４日運転を担当しています。高齢
のお客様が多いので、ゆっくり安

全に乗降できるよう少し長めに停車する
など工夫しています。待っている人のため、
これからも安全運転を心掛けていきます。多くの人が利用する葉山団地のきくちべんりカーのバス停。

住民の貴重な交通手段となっている

特 集  地域を結ぶー

「多くの人に利用してほしい」
　あいのりタクシーときくちべんりカーは、運用から15年
を迎えました。７月にあいのりタクシーの予約時間を延長、
10月には増便を行いました。利用者の意見をもとにエリ
ア拡大や時刻変更など、試行錯誤し改善を進めています。
　この事業は市の補助金をもとに、地域の事業者の協力
により成り立っています。生活に欠かせない買い物や病
院だけでなく、趣味や娯楽など利用の幅も広がっています。
多くの世代の皆さまにもっと使っていただきたいので、気
軽にご利用ください。
　あいのりタクシーは、利用方法や料金など詳細は地域
によって異なります。10月の広報と一緒に配布した別紙

の利用案内や、市のホーム
ページなどを参照していた
だけたらと思います。不明
な点があれば、気軽にお尋
ねください。

企画振興課地域振興係

あいのりタクシーの利用案内 中
なか

川
がわ

敬
けい

三
ぞう

係長

担当者の声
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国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会(IC

ID
)

は
、

か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、
理

解
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
か
ん
が
い
施
設
の

適
切
な
保
全
を
目
的
と
し
て
、
世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
建
設
か
ら

１
０
０
年
以
上
経
過
し
、
か
ん
が
い
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
も
の
、
卓
越
し
た
技
術
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
歴
史
的
・
技
術
的
・

社
会
的
価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施
設
を
登
録
・

表
彰
し
て
い
ま
す
。　

　
登
録
に
よ
り
、
か
ん
が
い
施
設
の
持
続
的
な

活
用
・
保
全
方
法
の
蓄
積
、
研
究
者
・
一
般
市

民
へ
の
教
育
機
会
の
提
供
な
ど
や
、
か
ん
が
い

施
設
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
39
件

が
登
録
。
菊
池
の

か
ん
が
い
用
水
群

は
県
内
４
件
目
に

な
り
ま
す
。

　
菊
池
の
井
手
の
中
で
、
今
回
か
ん
が
い
用
水

群
と
し
て
申
請
し
た
施
設
で
あ
る
「
築つ

い

地じ

井

手
」、「
原は

る

井
手
」、「
今い

ま

村む
ら

井
手
・
宝ほ

う

永え
い

隧ず
い

道ど
う

」、

「
古ふ

る

川か
わ

兵ひ
ょ
う

戸ど

井
手
」
は
菊
池
川
を
用
水
源
と
す

郎ろ
う

右え

衛も
ん

門
と
平ひ

ら

山や
ま

八は
ち

左ざ

衛え

門も
ん

に
よ
っ
て
古
川
兵

戸
井
手
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　
菊
池
川
で
最
後
に
作
ら
れ
た
古
川
兵
戸
井
手

は
利
水
に
お
い
て
下
流
地
域
か
ら
厳
し
い
制
限

を
受
け
た
た
め
、
そ
の
築
造
過
程
に
は
、
隣
接

流
域
か
ら
の
導
水
計
画
、
管
理
者
で
あ
る
江
戸

幕
府
と
の
水
利
権
調
整
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
っ
ぽ
い
崩
れ
や
す

い
石
灰
岩
質
の
山
間
部
を
貫
通
す
る
水
路
ト
ン

ネ
ル
の
開
削
な
ど
、
当
時
最
高
の
農
業
土
木
技

術
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
生
活
を
大
き
く
改
善
し
た
4
つ

の
用
水
路
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
に
よ
っ
て

適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
、
数
百
年
間
経
っ
た
今

も
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
約
６
１
５ 

㌶
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　　　

原
井
手
で
は
、
夏
季
限
定
で
カ
ヤ
ッ
ク
を

使
っ
た
水
路
下
り
「
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
運

行
。
ま
た
、
宝
永
隧
道
の
施
設
見
学
会
な
ど
、

井
手
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
井
手
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

る
水
田
か
ん
が
い
用
水
路
群
で
す
。

　
4
つ
の
用
水
路
の
築ち

く

造ぞ
う

は
、
平
野
部
か
ら
山

間
部
に
向
か
う
水
田
開
発
の
歴
史
的
な
流
れ
に

応
じ
て
、
菊
池
川
の
下
流
か
ら
上
流
へ
と
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
４
０
０
年
前
の
１
６
１
５
年
（
江

戸
時
代
初
期
）、
熊
本
の
当
時
の
治
世
者
で
あ

る
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

に
よ
っ
て
築
地
井
手
が
築
造
。
そ

の
後
、
農
業
土
木
技
術
や
社
会
制
度
の
発
達
を

受
け
て
、
１
７
０
１
年
と
１
７
０
５
年
（
江
戸

時
代
中
期
）
に
、
惣そ

う

庄し
ょ
う

屋や

の
河か

わ

原は
る

杢も
く

左ざ

衛え

門も
ん

に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
原
井
手
と
今
村
井
手
・
宝
永

隧
道
が
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
全
長
約
11 

㌖
の

原
井
手
に
は
、
熊
本
で
最
古
の
水
路
ト
ン
ネ
ル

（
全
長
約
４
５
０
㍍
）
が
現
存
し
ま
す
。
ま
た
、

今
村
井
手
の
宝
永
隧
道
区
間
（
全
長
約
３
０
０ 

㍍
）
に
は
，
通
気
用
の
竪
穴
を
は
じ
め
と
し
て

水
路
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
に
お
け
る
基
本
的
な
工

法
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
１
８
３
５

年
（
江
戸
時
代
末
期
）
に
は
、
庄
屋
の
五ご

島と
う

五ご

原井手を活用したイデベン
チャーを体験する子どもたち

（上）宝永隧道の見学会（左下）築地井手（右下）原
井手の清掃活動

インドネシア・バリ島での表彰式

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
は

登
録
さ
れ
た
か
ん
が
い
用
水
群

井
手
を
活
用
し
た
取
り
組
み

受
付
期
限　
11
月
29
日
㈮

必
要
書
類　
▼
入
所
申
込
書
（
兼
支
給
認
定
申

請
書
）
▼
父
母
、
同
居
の
祖
父
母
の
就
労
証
明

書
な
ど（
60
歳
以
上
の
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
保
育
所
入
所
に
関
す
る
確
認
票
（
同
意
書
）

提
出
先　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

生
活
課

入
所
で
き
る
基
準　
▼
1
ヶ
月
に
64
時
間
以
上

就
労
し
て
い
る
▼
母
が
出
産
予
定
ま
た
は
１
歳

未
満
の
下
の
子
ど
も
を
家
庭
保
育
し
て
い
る
▼

病
気
や
け
が
、
障
が
い
が
あ
る
▼
同
居
の
親
族

を
介
護
・
看
護
し
て
い
る
▼
求
職
活
動
を
し
て

い
る
（
入
所
後
3
ヶ
月
以
内
の
就
労
が
条
件
）

▼
そ
の
他
市
長
が
認
め
た
場
合

保
育
料　
子
ど
も
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
第
1
希
望

に
入
所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
現
在
、
在
籍
し
て
い
る
保

育
所
で
書
類
を
受
け
取
り
、
保
育
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

願
書
の
提
出　
入
園
し
た
い
こ
ど
も
園
（
菊
池

み
ゆ
き
こ
ど
も
園
・
双
羽
幼
稚
園
・
菊
池
幼
稚

園
）
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
開
始

時
期
は
園
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

入
園
し
た
い
園
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
認
定
申
請
書
の
受
付
期
間

願
書
受
付
開
始
日
～
11
月
29
日
㈮

　
願
書
受
け
付
け
後
、
入
園
内
定
を
受
け
た
人

に
園
を
通
じ
て
「
支
給
認
定
申
請
書
」
を
送
付

し
ま
す
（
申
請
書
は
園
に
提
出
）。

保
育
料　
子
ど
も
の
年
齢
と
家
庭
の
住
民
税
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年
度
ま
で
の

就
園
奨
励
費
補
助
金
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

継
続
入
園
の
場
合　
在
籍
し
て
い
る
園
で
「
支

給
認
定
申
請
書
」
を
受
け
取
り
、
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

願
書
の
提
出　
幼
稚
園
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
園
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
料　
10
月
１
日
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に

よ
り
、
幼
稚
園
を
利
用
す
る
子
ど
も
の
利
用
料

は
無
料
で
す
。

対　
象　
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

に
通
う
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
子
ど
も
お
よ
び

0
～
2
歳
の
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

※�

認
可
外
保
育
施
設
や
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

も
無
償
化
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
市
の
保
育
認
定
が
必
要
で
す
。

無
償
化
の
範
囲　
通
園
送
迎
費
や
食
材
料
費
な

ど
実
費
に
係
る
部
分
を
除
い
た
保
育
料
。
た
だ

し
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
や
保
育

所
を
利
用
す
る
最
年
長
の
子
ど
も
か
ら
数
え
て

第
3
子
以
降
の
子
ど
も
な
ど
は
副
食
費
（
お
か

ず
・
お
や
つ
）
を
免
除
し
ま
す
。

保育所・認定こども園・幼稚園の
入園児を募集します

菊池のかんがい用水群が
世界かんがい施設遺産に登録

保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園

保
育
料
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
し
た

令和２年4月1日から、保育所・認定こども園・幼稚園へ、新規に入所を希望
する園児を募集します。

江戸時代に造られた井手（用水路）が９月４日、国際かんがい排水委員会
（ICID）が認定する「世界かんがい施設遺産」に登録されました。

【問い合わせ先】 子育て支援課 子育て支援係　☎0968（25）7214【問い合わせ先】 農林整備課 耕地係　☎0968（25）7222

■対象施設一覧（順不同） ※市外局番0968

名　称 電話番号 経営
菊之池保育園 （25）3304 公立
花房保育園 （25）3223 公立
菊池第２さくら幼楽園 （25）2918 私立
菊池幼楽園 （25）3035 私立
ルンビニ保育園 （25）3236 私立
あすなろ保育園 （23）4006 私立
菊池ひかり保育園 （25）3419 私立
菊池さくら保育園 （24）3880 私立
菊池乳児保育園 （24）3848 私立
砦保育園 （25）2270 私立
加茂川保育園 （25）3208 私立
清泉保育園 （26）4070 私立
北合志保育園 （37）2809 私立
新明保育園 （37）3126 私立
川辺保育園 （37）2438 私立
泗水東保育園 （38）3350 私立
富原保育園 （38）2252 私立
吉富保育園 （38）3795 私立
田島保育園 （38）2802 私立
福本保育園 （38）4651 私立
菊池みゆきこども園 （25）3602 私立
双羽幼稚園 （24）0467 私立
菊池幼稚園 （25）4458 私立

泗水幼稚園 096（245）1096
（学校法人北部学園）

私立
（R2.４～）

11 102019 November広報きくち2019 November広報きくち



作　文

　
現
在
、
日
本
で
「
農
家
」
と
呼
ば
れ
る

人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
兼
業
農
家
で
あ
り
、

農
業
一
本
で
生
活
が
成
り
立
つ
専
業
農
家

は
、
ほ
ん
の
ひ
と
握
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

若
者
は
農
地
を
離
れ
、
街
へ
と
出
て
行
っ

た
き
り
も
ど
っ
て
来
な
い･･･

今
に
も
消

え
そ
う
な
「
農
村
の
灯
」
を
、
い
か
に
燃

や
し
続
け
る
か
、
そ
れ
が
、
現
代
農
業
が

直
面
し
て
い
る
最
大
の
課
題
で
す
。「
農

家
は
３
代
続
い
た
ら
ま
し
な
方
。
４
代
目

か
ら
後
を
続
け
る
の
は
か
な
り
厳
し
い
」

高
齢
者
の
方
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
た
私
の

地
元
で
も
、
こ
ん
な
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。「
だ
っ
た
ら
自
分
が
、
５
代
目
か

ら
後
の
歴
史
を
つ
く
る
！
」
そ
う
決
心
し

て
、
私
は
、
こ
こ
菊
池
農
業
高
校
へ
進
学

し
ま
し
た
。

　
わ
が
家
は
、「
米
作
り
２
千
年
の
歴
史
」

と
し
て
日
本
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
菊
池

川
流
域
の
豊
か
な
恵
み
の
も
と
で
、コ
メ・

ム
ギ
を
約
10
町
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
６
つ

の
単
棟
ハ
ウ
ス
で
栽
培
す
る
、
専
業
農
家

で
す
。
父
は
若
い
う
ち
か
ら
一
家
の
大
黒

柱
と
し
て
家
族
を
支
え
、
今
で
は
地
元
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
共
に

稲
作
の
歴
史
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
い
き

い
き
と
仕
事
に
取
り
組
む
父
の
姿
は
、
い

つ
し
か
私
の
目
標
と
な
り
、
精
米
や
コ
メ

袋
の
運
搬
、
苗
箱
の
補
充
や
水
田
の
捕
植

な
ど
、
本
格
的
な
手
伝
い
を
始
め
た
小
学

　

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

し
、
13
名
の
講
師
の
方
々
か
ら
講
義
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
始
め
に
小
宮
山
宏
先
生
の
「
２
０
５
０

年
の
世
界
か
ら
自
分
を
考
え
て
み
よ
う
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ

社
会
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
自
由
な
選
択
が
で

き
、
雇
用
が
あ
り
誰
で
も
参
加
で
き
る
、

資
源
の
心
配
が
な
い
社
会
）
の
実
現
に
向

け
て
私
達
が
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
飽
和
の
時
代
と
の
向
き
合

い
方
や
、
常
識
を
疑
い
制
度
を
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
話
は
、
と

て
も
難
し
い
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
そ
の

テ
ー
マ
を
意
識
し
な
が
ら
五
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
講
義
が
二
つ
あ
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
比ひ

屋や

根ね

一か
ず

雄お

先
生
の
「
人

工
知
能
Ａ
Ｉ
と
社
会
の
変
化
」
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。
Ａ
Ｉ
が
私
達
の
生
き
て
い

く
将
来
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も

た
ら
す
か
と
い
う
内
容
の
お
話
し
で
し

た
。
僕
は
、
比
屋
根
先
生
の
話
を
聞
く
ま

で
は
、
人
工
知
能
Ａ
Ｉ
と
い
う
も
の
に
興

味
が
な
く
、
正
直
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

先
生
の
お
話
で
と
て
も
興
味
が
わ
き
ま
し

た
。
先
生
の
話
で
は
、
す
で
に
、
あ
る
国

校
高
学
年
の
こ
ろ
に
は
、「
自
分
も
父
の

よ
う
に
、
ふ
る
さ
と
を
支
え
る
存
在
に
な

る
！
」
と
い
う
決
意
が
、
私
の
中
で
は
っ

き
り
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
環
境
に
配
慮
し
た
減
農
薬
栽
培
で
避
け

て
通
れ
な
い
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
か

ら
の
食
害
で
す
。
そ
こ
で
わ
が
家
で
は
、

害
虫
の
動
き
が
活
発
に
な
る
満
月
の
前
後

に
散
布
す
る
こ
と
で
、
少
量
の
薬
剤
で
も

効
き
目
が
出
る
よ
う
工
夫
し
た
り
、
水
位

を
調
整
す
る
こ
と
で
、
雑
草
や
害
虫
だ
け

を
補
食
し
て
く
れ
る
よ
う
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
の
動
き
を
制
限
す
る
な
ど
、
昔
か
ら

の
知
恵
を
活
か
し
た
小
さ
な
積
み
重
ね
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
や
外
国
人
の

方
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
る
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
ペ
ー
ス

や
持
ち
味
を
生
か
す
新
し
い
働
き
方
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
昔
な
が
ら
の
知
恵
と
、
多
様
性

を
大
切
に
し
た
農
業
を
実
現
し
た
い･･･

私
の
夢
実
現
の
た
め
の
プ
ラ
ン
、
そ
れ
は
、

豊
作
を
願
う
相
撲
文
化
を
活
か
し
た
、「
田

舎
の
相
撲
部
屋
主
催
・
農
村
満
腹
ツ
ア
ー
」

で
す
。

　
ま
ず
、
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
古

民
家
を
改
築
し
、
そ
こ
に
都
会
に
住
む
子

ど
も
た
ち
を
招
き
ま
す
。
米
作
り
体
験
で

で
は
一
人
一
人
が
Ａ
Ｉ
に
監
視
さ
れ
、
数

値
が
付
き
、
そ
の
数
値
の
高
ス
コ
ア
や
低

ス
コ
ア
で
扱
い
方
が
変
わ
る
と
の
こ
と

で
、
何
か
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
が
し
て
恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、
Ａ
Ｉ
は
恐
ろ
し
い
だ
け
で
な

く
、
ピ
ザ
等
の
宅
配
が
ロ
ボ
ッ
ト
化
さ
れ

た
り
、
旅
行
の
相
談
を
し
て
計
画
を
立
て

て
く
れ
た
り
等
、
私
達
を
助
け
る
こ
と
も

し
て
く
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先

生
は
話
の
中
で
Ａ
Ｉ
が
敵
に
な
る
こ
と
は

な
い
と
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
の
で
と
て
も

安
心
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
Ｉ
は
う
ま
く
使
え
ば

便
利
だ
け
ど
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
恐

ろ
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
私
達
の
時
代

は
、
Ａ
Ｉ
と
共
に
生
活
し
て
い
く
社
会
が

当
た
り
前
に
な
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
Ａ
Ｉ
を
理
解
し
未
来
と
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
若わ

か

田た

光こ
う

一い
ち

先
生
の
「
宇
宙

旅
行
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。
世
界
各
国
の
ク
ル
ー
を
ま
と

め
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
長
と
し

て
の
任
務
を
果
た
さ
れ
た
若
田
先
生
の
話

は
、
学
校
生
活
に
お
い
て
部
活
動
の
キ
ャ

プ
テ
ン
と
生
徒
会
活
動
を
し
て
い
る
私
の

心
に
大
き
く
響
く
内
容
で
し
た
。
若
田
先

生
は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大
事
な
要
素
は

は
、
収
穫
し
た
稲
わ
ら
を
活
か
し
て
、
参

加
者
み
ん
な
で
一
か
ら
土
俵
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
土
俵
で
、

互
い
を
鍛
え
合
い
ま
す
。
相
撲
の
稽
古
の

後
に
は
、
わ
が
家
の
七
城
米
と
野
菜
で
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
ち
ゃ
ん
こ
を
食
べ
て
も
ら

い
ま
す
。
全
国
の
相
撲
部
や
プ
ロ
の
力
士

の
方
々
に
も
出
稽
古
に
来
て
も
ら
い
、
外

国
か
ら
の
お
客
様
に
も
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。
性
別
や
出

身
地
、
立
場
を
越
え
て
、
だ
れ
も
が
元
気

に
な
れ
る
場
所
を
地
元
菊
池
に
創
る
こ
と
。

そ
れ
が
私
の
夢
で
す
。

　
み
ん
な
で
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
、

農
作
物
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
活
か
す
こ
と

の
大
切
さ
、
そ
し
て
努
力
し
た
後
の
と
れ

た
て
の
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、「
達

成
感
や
仲
間
と
の
一
体
感
は
、
何
も
の
に

も
か
え
ら
れ
な
い
大
き
な
価
値
が
あ
る
」

と
い
う
農
業
の
魅
力
を
、
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
菊
池
川
が
も
た
ら
す
、
米
作
り

の
里
「
次
の
」
２
千
年
の
歴
史
を
つ
な
ぐ

た
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
仲
間
が
、
い
つ
も

に
ぎ
や
か
に
土
俵
の
周
り
に
集
う
、
毎
日

が
満
員
御
礼
の
夢
の
舞
台
を
、
ふ
る
さ
と

七
城
町
に
つ
く
り
た
い
。
そ
の
、
は
じ
め

の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
※
作
文
は
一
部
抜
粋

①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
③
自
己
管
理
④
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
⑤
チ
ー
ム
へ
の
配
慮

だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
常
に
仲

間
を
思
い
や
り
、
大
切
に
し
、
周
り
の
些

細
な
変
化
に
も
気
付
け
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
、
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
自
分
の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
己
管
理

を
徹
底
し
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人

財
育
成
塾
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
す
る

前
は
、
５
泊
６
日
と
長
期
に
渡
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
い
け
る
か
、
友
達
は
で
き

る
か
な
ど
た
く
さ
ん
の
不
安
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
た
り
、
各
講
義
の
内
容
を
振
り
返
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
最
終
日
に
行
わ
れ
た

発
表
会
を
通
じ
て
、
自
分
と
は
違
う
様
々

な
考
え
方
が
聞
け
た
こ
と
は
、
と
て
も
よ

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
こ
の
経
験
が
「
た
だ
の
よ
い
経

験
だ
っ
た
。」
で
終
わ
ら
せ
ず
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

作　文

高校生の部最優秀作文

菊池農業高校１年　渡
わた

辺
なべ

琉
りゅう

聖
せい

さん
夢の土俵で挑む！ 新たな２千年の里づくり

社会を明るくする運動
法務省が主唱する「社会を明るくする運動」。市では啓発事業の一環で、
市内の小中高校生を対象に作文を募集しました。広報きくち9～11月
号で各部門の最優秀作文を紹介します。

参加報告

泗水中学校２年　仁
に

志
し

隆
りゅう

成
せい

さん

プラチナ未来人財育成塾に参加して

プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財育成塾」。
毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち10～3月号で参加した生徒の
報告書を紹介します。
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

ｃ
６
・
５
％
以
上
の
場
合
は
糖
尿
病
で

す
。
治
療
は
、
ま
ず
食
事
療
法
と
運
動

療
法
で
す
。
そ
の
結
果
、
内
服
治
療
が

必
要
な
場
合
や
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
よ

る
治
療
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

血
糖
値
の
み
が
糖
尿
病
域
の
人

市
は
県
内
2
位

　

平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
の
結
果
で

は
、
血
糖
値
の
み
が
糖
尿
病
域
（
Ｈ
ｂ

Ａ
１
Ｃ
６
・
５
％
以
上
）
の
人
が
県
内

2
番
目
に
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

糖
尿
病
は
悪
化
し
な
い
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
病
気
で
す
。
し
か

し
、
た
だ
、
甘
い
も
の
を
や
め
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食

事
の
摂
り
方
を
振
り
返
り
、
炭
水
化

物
・
脂
質
・
タ
ン
パ
ク
質
と
緑
黄
色
野

菜
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
糖
尿
病
の
人
は
定

期
的
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
血
糖
値

が
ど
う
な
の
か
、
主
治
医
と
一
緒
に
確

認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は

　

自
分
の
血
糖
値
が
分
か
ら
な
い
人
や

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
医

療
機
関
で
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
健

康
推
進
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

９月４日・25日の歯科検診で、むし歯がなかった
お子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は検診日時点

岡
おが

﨑
ざき

裕
ゆ

来
き

斗
と

（木柑子）
髙
たか

松
まつ

優
ゆう

真
ま

（立石）
津

つ

川
がわ

葵
あお

羽
ね

（東原）
土
つち

山
やま

詩
し

織
おり

（片角）
城
じょう

　千
ち

咲
さき

（立町）
依

よ

田
だ

逢
あい

人
と

（横町）
川
かわ

上
かみ

蒼
そう

真
ま

（下出田）
熊
くま

谷
がい

真
ま

優
ゆ

（遊蛇口）
平
ひら

山
やま

瑛
え

梨
り

（袈裟尾）
上
うえ

野
の

虎
こ

旺
お

（五海）
大
おお

山
やま

夢
ゆ

乃
の

（砂田西団地）

原
はら

直
な

隆
お

人
と

（前川）
稲
いな

田
だ

凱
とき

斗
と

（村吉）
大
おお

村
むら

光
ひか

里
り

（永）
吉

き

良
ら

愛
あ

生
い

恵
る

（東原団地)
工

く

藤
どう

ゆずな（上住吉）
紫

し

藤
とう

彩
あ

心
こ

（桜山三）
徳
とく

永
なが

泰
たい

知
ち

（富の原一）
開
ひらき

田
だ

　葵
あおい

（高江）
松
まつ

山
やま

奏
かな

翔
と

（永南）
薮
やぶ

田
た

　優
ゆう

（富の原北）

むし歯を予防するためには
❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き ❷甘い
ものを減らしたおやつの工夫 ❸歯の質を強くするた
めの定期的なフッ化物塗布
これからも、家族ぐるみでむし歯予防に取り組み、健
康な歯を保ちましょう。むし歯があったお子さんは、な
るべく早く歯科医院を受診しましょう。

3歳児健診時「むし歯なし」の子

糖
尿
病
患
者
は
増
加
傾
向

　

糖
尿
病
は
今
や
世
界
の
成
人

人
口
の
お
よ
そ
８
・
８
％
と
な
る

4
億
１
５
０
０
万
人
が
抱
え
る
病
気
で

す
。
一
般
的
に
死
に
至
る
病
気
と
の
認

識
は
薄
い
で
す
が
、
年
間
に
５
０
０
万

人
以
上
が
糖
尿
病
の
引
き
起
こ
す
合
併

症
な
ど
が
原
因
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
世
界
の
ど
こ
か
で
、
6
秒
に
1

人
が
糖
尿
病
に
関
連
す
る
病
で
命
を
奪

わ
れ
て
い
る
計
算
で
す
。
さ
ら
に
、
20

年
後
の
２
０
４
０
年
に
は
１
・
５
倍
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。（
日
本

糖
尿
病
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

早
期
発
見
で
合
併
症
を
予
防

　

糖
尿
病
は
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
定
期
健
診
な
ど
で
い

ち
早
く
、
膵
臓
の
状
態
を
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
、
糖
尿
病
性

神
経
障
害
、
糖
尿
病
性
腎
症
、
糖
尿
病

性
網
膜
症
の
三
大
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
だ
け

で
な
く
、
人
工
透
析
や
失
明
な
ど
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
心
疾
患

や
脳
血
管
疾
患
に
も
つ
な
が
り
認
知
症

や
寝
た
き
り
の
原
因
の
一
つ
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

診
断
と
治
療

　

病
院
で
採
血
を
行
い
、
空
腹
時
血
糖

値
が
１
２
６
㎎
／
dl
以
上
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１

11月14日（木）は「世界糖尿病デー」です。
糖尿病は初期の段階では自覚症状がないため早期発見することが大事です。
今月は糖尿病と糖尿病デーに関するイベントをお伝えします。 

　菊池郡市医師会立病院では「糖
尿病デー」にあわせ、糖尿病の予防・
治療への取り組みの重要性を呼び
かけるイベントを開催します。
　当日は各ブースにて専門スタッ
フによる健康教室を実施します。血糖値や血管年齢の測定、薬に
ついて薬剤師に直接相談できます。気軽にお越しください。
と　き：11月16日㈯ 午後1時～3時 ［入場無料・申込不要］
ところ：菊池郡市医師会立病院2階 多目的ホール
内　容：�SATシステムを利用して栄養指導、血糖・血管測定、フッ

トケアなど
各部門からの出典企画

【検査科】血糖値や血管年齢の測定		
【栄養科】SATシステム、食品に含まれる砂糖や塩分の表示	
【薬剤科】糖尿病治療薬について、おくすり相談、インスリン注射体験
【看護部】血圧測定、フットケア	
【リハビリテーション科】Inbodyを利用しての測定
※内容は変更になる場合があります。ご了承ください。

問い合わせ先
菊池郡市医師会立病院 糖尿病センター　☎0968（25）2191

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省

と
協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き

ん
月
間
」
と
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
公

的
年
金
を
身
近
に
感
じ
て
、
年
金
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う

普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
の
「
一
日
年
金
出
張
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す

　

年
金
に
関
す
る
相
談
・
質
問
な
ど
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

と
き
・
場
所

①
11
月
27
日
㈬

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
は
ま
せ
ん 

本
館
2
階

②�

11
月
29
日
㈮

　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森 

本
館
2
階

③
11
月
29
日
㈮

　

鶴
屋
百
貨
店 

地
下
2
階
パ
ー
キ
ン

グ
連
絡
通
路

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時

お
問
い
合
わ
せ

①
②
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
音
声
案
内
1
番
の
あ
と
に
2
番

③
熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
音
声
案
内
１
番
の
あ
と
に
2
番

そ
の
他

▼
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
個
人

の
記
録
に
関
す
る
相
談
は
、
年
金
手
帳

な
ど
の
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
が
必
要
で
す
。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住

民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保

険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険

料)

控
除
証
明
書
」(

は
が
き)

が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
11
月
上
旬
に
送
付
す
る
場
合

　

証
明
内
容
は
本
年
1
月
1
日
か
ら
9

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

■
2
月
上
旬
に
送
付
す
る
場
合

　

10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
人
に
つ

い
て
は
、
翌
年
2
月
上
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
照
会
は
、
控
除
証
明

書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▼�

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る

場
合

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

受
付
時
間　

▼
㈪
～
㈮
：
午
前
8
時
30

分
～
午
後
7
時　

▼
第
2
土
曜
日
：
午

前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

※�

㈷
（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月

29
日
㈰
～
1
月
3
日
㈮
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※�
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
一
般
の
固
定
電
話

か
ら
か
け
る
場
合
は
、
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話

以
外
（
携
帯
電
話
な
ど
）
か
ら
か
け

る
場
合
は
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

※�

東
京
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５
の

電
話
番
号
に
か
け
る
場
合
は
、
通
常

の
通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

※�

０
５
７
０
の
最
初
の
0
を
省
略
し
た

り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い
電

話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
お
掛
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

介護予防ミニ講座
～ ブクブクうがいで噛む力をアップ！ ～
　口をしっかりと閉じ、よく噛んで、食べ物とだ液を
混ぜ合わせて飲み込みやすくするために、唇・ほほの
筋力を鍛えましょう。

唇・ほほの筋肉の低下のサイン
○食べこぼしがある　○口が渇く
○口で呼吸するようになった
○�ほほと歯ぐきの間に食べ物が残っ

てしまう
○言葉が聞き取りにくいといわれる
○�うがいをした時、出てくる食べか

すが多くなった

ブクブクうがいの方法
　20mlくらいの水を口に含みます。（ペットボトルのキャッ
プ2杯分くらい。水が多いと口を動かしにくいです。)
❶口を閉じ、上唇の内側、鼻の下が膨らむようにブクブク
10回 ❷下唇の内側、唇の下が膨らむようにブクブク10回 
❸左頬が膨らむようにブクブク10回 ❹右頬が膨らむように
ブクブク10回　※❶～❹を3回繰り返します。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

１つでも当ては
まれば、ブクブ
クうがいを長く

しましょう。
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.50

菊
池
一
族

　

 

菊
池
氏
は
、
１
０
７
０
（
延
久
２
）

年
頃
、
大
宰
府
の
府ふ

官か
ん

武
士
で
あ
っ

た
藤ふ

じ

原わ
ら

則の
り

隆た
か

公
が
、
深
川
に
居
館
を

置
き
ま
し
た
。
菊
池
川
の
交
易
で
富

を
な
し
、
以
後
24
代
、
度
重
な
る
戦

乱
を
経
て
、
一
時
は
九
州
全
土
、
ま

た
肥
後
の
支
配
を
続
け
ま
し
た
。
そ

の
間
、
菊
池
氏
は
文
武
両
面
に
お
い

て
名
を
残
し
ま
し
た
。

《
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会
》

　
～
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
菊
池
市

集
会
と
共
催
～

　　

7
月
13
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
捉
え

た
小
・
中
・
高
校
生
の
作
文
発
表
は
、

集
会
参
加
者
の
心
を
洗
い
、
感
動
を

与
え
る
も
の
で
し
た
。
高
校
生
の
作

文
は
、
今
後
の
自
分
の
生
き
方
や
農

業
を
通
し
て
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
大
き
な
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
の
菊
池
女
子
高

生
の
「
き
く
ち
女
子
舞
」。
清
楚
な
着

物
姿
が
会
場
を
華
や
か
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
司
会
進
行
を
担
当
し
た
菊

池
高
校
生
や
手
話
通
訳
、
お
点
前
披

露
の
菊
池
女
子
高
生
。
花
鉢
を
提
供

し
て
く
れ
た
菊
池
農
業
高
校
生
は
ま

さ
に
、
社
会
を
明
る
く
す
る
生
き
生

き
と
し
た
活
動
の
姿
で
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、「
命
と
向
き
合
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
わ
く
わ
く
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
あ
そ
Ｂ
ｅ
隊
隊
長
薄う

井す
い

良よ
し

文ふ
み

さ

ん
か
ら
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
し

た
話
が
あ
り
ま
し
た
。
防
災
に
関
す

る
知
識
や
自
然
と
人
間
の
共
生
、
消

防
の
仕
事
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

第11回

る
累る

い

代だ
い

の

　
武
将
菊
池
の

　
　
　
名
を
高
め

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

体
力
や
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
を

い
つ
で
も
提
案
で
き
る
よ
う
に
と
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室
に
は
菊
池

市
だ
け
で
な
く
、
他
の
自
治
体
で
活

躍
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ザ・ゲ
ー
ム
」や「
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
競
技
の
研

修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
こ
の
他
に
も
、

グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
な
が
ら
行
う
こ

と
の
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
体
を
動
か
す
機
会
の
少
な

い
人
も
、
家
族
や
地
域
で
の
世
代
を

超
え
た
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
よ
る
出
前
講

座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問い合わせ先
菊池市

スポーツ推進委員
協議会広報部

☎0968（25）7234

No.43元
気
ア
ッ
プ
教
室

犠
牲
者
へ
の
葛
藤
な
ど
自
分
の
生
き

様
を
語
ら
れ
、
心
に
訴
え
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
人
の
弱
さ
を
共
有
で

き
る
社
会
、
そ
れ
が
「
明
る
い
社
会
」

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
手
話
通
訳
の
高
校
生
も

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
の
コ
ー
ラ
ス
で
「
ひ
と
り

の
手
」
を
参
加
者
と
共
に
歌
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
を
通
し
て
、
自
然
と
の

共
生
や
生
命
と
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

　
　
　
　
広
報
委
員
長　
馬ば

場ば

義よ
し

典の
り

青
少
年
育
成
推
進
員
の
学
校
訪
問

　　

７
月
５
日
、
菊
池
北
小
学
校
の
校

門
で
、「
お
っ
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー

す
」
と
元
気
よ
く
挨
拶
し
て
く
れ
ま

し
た
。
心
地
よ
い
気
分
で
教
室
に
入

る
と
、
昔
な
が
ら
の
黒
板
と
最
新
式

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

授
業
。
児
童
は
先
生
の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

菊
池
北
中
学
校
で
は
、
木
造
校
舎

に
包
ま
れ
た
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、

涅く
り

色い
ろ

の
学
生
服
に
身
を
包
ん
だ
生
徒

た
ち
が
、
少
し
大
人
に
な
っ
た
よ
う

な
真
剣
な
目
で
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

「
一
日
の
稽
古
を
鍛
と
い
い
、
千
日
の

稽
古
を
錬
と
い
う
」

　

剣
道
部
が
見
事
中
体
連
県
大
会
を

制
し
、
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
の
は
、

ま
さ
に
日
々
の
鍛
錬
の
賜
物
。
菊
池

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
今
後
の

活
躍
に
希
望
を
抱
き
ま
し
た
。

　　
　
　
広
報
副
委
員
長　
緒お

方が
た

公こ
う

二じ

最後には会場の人たちと
手話を交えて合唱しました

「
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
」
史
跡
め
ぐ

り
の
下
見
に
参
加
し
て

　　

９
月
８
日
、
史
跡
め
ぐ
り
の
下
見

に
参
加
し
、
新
た
に
菊
池
の
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
、
先
人
達
の
偉
業
を
知

り
、
深
い
恩
恵
と
感
謝
の
気
持
ち
を

感
じ
ま
し
た
。

　

築つ
い

地じ

井
手
で
は
、
施
工
技
術
の
高

さ
、
清き

よ

正ま
さ

公
の
石
像
の
存
在
に
驚
き

ま
し
た
。
県
指
定
重
要
文
化
財
の
永

山
橋
は
、
長
さ
が
75
ｍ
も
あ
る
大
き

な
眼
鏡
橋
で
、
そ
の
存
在
に
は
威
厳

を
感
じ
ま
し
た
。菊
池
渓
谷
、原は

る

井
手
、

大お
お

場ば

堰ぜ
き

、
千せ

ん

畳じ
ょ
う

河
原
で
は
、
迫
力
が

あ
り
、
自
然
が
創
り
出
し
た
造
形
美

を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
菊
池
の
事
を
あ
る

程
度
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

初
め
て
知
る
事
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
史
跡
め
ぐ

り
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、
菊

池
を
知
る
楽
し
み
を
体
感
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
研
修
副
委
員
長　
吉き

良ら

秀ひ
で

樹き

　

市天然記念物「いちいがし」

きくち女子舞

子どもたちは明るくあいさつをし
てくれました

正観寺の菊
きく

池
ち

武
たけ

光
みつ

公墓所
（ふるさとかるた史跡めぐり）

　

８
月
17
日
～
20
日
、
菊
池
市
斑
蛇

口
湖
ボ
ー
ト
場
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト
競
技
に
は
、ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
多
く
の
選
手
、
ま
た
、

応
援
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

大
会
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た

こ
と
の
な
い
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。
選
手
が
競
技
に
向
き
合
う
姿

は
と
て
も
真
剣
で
格
好
良
く
、
輝
い

て
い
ま
し
た
。
何
か
夢
中
に
な
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
県
代
表
と
し
て
菊
池
高
校
が
出
場
。

予
選
通
過
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

全
力
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ 

ボ
ー
ト
競
技

インターハイに出場した菊池高校クルー
　

９
月
１
日
に
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場

で
開
催
さ
れ
た
、
第
20
回
菊
池
市
ふ

れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
に
出
場
し
ま
し
た
。

１
年
ぶ
り
の
レ
ガ
ッ
タ
。
練
習
時
か

ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
チ
ー
ム

は
男
女
共
に
、
９
月
28
日
～
29
日
に

大
分
県
日
田
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
に
出
場
が
決

定
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
男
性
チ
ー

ム
は
17
位
、
女
性
チ
ー
ム
は
7
位
と

い
う
成
績
で
し
た
。
来
年
も
出
場
で

き
る
よ
う
練
習
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
は
、
国
内
最

大
級
の
竜
門
ダ
ム
を
利
用
し
た
素
晴

ら
し
い
ボ
ー
ト
場
で
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ

スポーツ推進員チーム
　

秋
も
深
ま
り
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
秋
に
は
、
い

ろ
ん
な
秋
が
あ
り
ま
す
。
読
書
、
ス

ポ
ー
ツ
、
食
欲
、
皆
さ
ん
は
ど
の
秋

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。
わ
た
し
は
、

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
で
も
、
食
欲
も
あ

り
す
ぎ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
会
社
の
健
康
診
断
で
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
基
準
値
よ
り
高
く
、

再
検
査
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
治
医
の
先
生
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で

す
が
、
そ
う
い
え
ば
、
最
近
ス
ポ
ー

ツ
し
て
い
な
い
な
ぁ
、
仕
事
で
は
、

異
動
で
課
が
変
わ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
は
、
孫
の
誕
生
、
義
母
の
介
護

な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
を
忘
れ
て
い
た
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。「
何
と
か
し
な

い
と
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

友
人
か
ら
男
女
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
お
誘
い
が
。
私
の
眠
っ
て
い
た
体

が
ビ
ビ
ッ
と
動
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

始
め
て
み
る
と
楽
し
く
て
、
楽
し
く

て
。
今
も
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
な
か
に
も
、
な
か
な
か

一
歩
踏
み
出
せ
な
い
人
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

心
機
一
転
始
め
て
み
る
の
も
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ
・
Ｋ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
の
つ
ぶ
や
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム

　

グ
ル
ー
プ
で
記
録
に
挑
戦
し
、
遊

び
感
覚
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の

ラ
ダ
―
ゲ
ッ
タ
ー

　

ヒ
モ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
２
つ
の

ボ
ー
ル
を
ラ
ダ
―
（
は
し
ご
）
に
向

か
っ
て
投
げ
、ラ
ダ
―
に
上
手
く
引
っ

か
か
る
と
得
点
に
な
る
競
技
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
※改修に伴い休館中 キクロスホームページ

高
々
と
喜
び
の
音
落
と
し
水

せ
せ
ら
ぎ
に
音
の
み
な
ぎ
る
秋
の
水

五・六
冊
揃
へ
て
燈
下
親
し
め
り

菜
園
は
老
い
の
楽
し
み
大だ

い
こ根
蒔
く

一
人
の
夜
い
た
は
る
や
う
に
虫
時し

ぐ
れ雨

万
句
の
里
俳
句
会
　
９
月
句
会

草
刈
り
し
跡
な
る
田
畦
高
々
と
茎
の
ば
し
咲
く
赤
き
彼
岸
花

出
穂
そ
ろ
う
稲
田
の
水
張
り
確
か
む
と
出
で
来
し
散
歩
に
そ
よ
風
す
ぐ
る

い
と
こ
逝
き
満
中
陰
の
席
に
あ
り
幼
日
々
よ
り
思
い
出
し
を
り

猛
暑
あ
り
長
雨
つ
づ
き
て
残
暑
く
る
愚
痴
云
う
吾
を
妻
は
笑
わ
ず

集
合
に
見
え
ざ
る
友
の
家
を
訪
う
戸
締
ま
り
か
た
し
行
き
違
い
か
な

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

七
城
短
歌
会  

９
月
詠
草

亡
き
父
の
好
み
し
と
い
ふ
無い

ち

花じ

果く

の
遥
か
な
記
憶
食は

め
ば
ま
た
顕
つ

嫁
ぎ
来
て
今
朝
も
変
わ
ら
ぬ
台
所
泣
い
た
あ
の
日
も
知
り
し
包
丁

運
動
会
曲
に
合
わ
せ
て
新
幹
線
ノ
リ
ノ
リ
の
園こ

児
ら
に
歓
声
の
湧
く

た
め
ら
い
な
が
ら
手
折
れ
ば
や
さ
し
音
の
立
つ
道
辺
に
沿
い
咲
く
彼
岸
の
花
の

満
潮
の
元
安
川
に
佇
め
ば
「
水
、
水
、
水
」
と
雪
崩
落
つ
幻か

影げ

宮
本　
淑
子

桑
野　
睦
子

緒
方　
悦
子

前
原　
ゆ
み

坂
本　
玲
子

「
里
」短
歌
会  

９
月
詠
草

し
っ
か
り
と
歩
い
て
足
を
き
た
え
て
と
娘
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
鍔
広
帽
子

黒
バ
ス
の
車
窓
に
広
き
田
の
面
の
黄
金
色
づ
き
豊
か
さ
揺
ら
す

在
り
し
日
に
夫
の
植
え
た
る
君
子
の
蘭
庭
の
片
隅
楚
々
と
花
咲
く

我
が
郷さ

土と

の
生
誕
祝
う
武
光
の
七
百
周
年
誇
り
に
思
う

一
本
の
杉
の
木
立
に
絡
ま
り
て
紅
葉
の
蔦
は
落
蝉
に
映
え
る

山
田　
弘
子

山
城　
雅
子

堤　
よ
し
み

田
中　
遥
子

中
川　
愛
子

渓
流
短
歌
会  

10
月
詠
草

踏
み
し
め
て
歩
む
野
道
の
秋
あ
か
ね
短

み
じ
か
ひ
か
り
光
と
な
り
て
群
れ
飛
ぶ

中
秋
の
夜
に
と
す
す
き
の
穂
が
届
く
芭
蕉
の
俳
句
ひ
と
つ
添
え
ら
れ

京
急
線
電
車
と
ト
ラ
ッ
ク
の
衝
突
事
故
散
ら
ば
っ
て
い
る
ミ
カ
ン
の
黄
色

人
想も

へ
ば
花
な
つ
か
し
く
花
見
れ
ば
人
の
恋
ほ
し
き
爪つ

ま

紅ぐ
れ

の
花

た
ま
ゆ
ら
を
吾
は
抱
き
と
ら
れ
新
秋
の
空
を
舞
い
た
り
睡
魔
の
腕
に

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

10
月
詠
草

長
病
み
の
友
見
舞
う
日
よ
秋
あ
か
ね

初
秋
や
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
澄
め
る
秋

秋
野
菜
播
き
た
い
畑
は
草
に
荒
れ

命
日
や
供
え
し
小
菊
母
の
よ
う

赤
帽
を
廻
し
下
校
児
秋
夕
焼

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

坂
崎
ユ
キ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

９
月
例
会

招
か
れ
て
茅
の
輪
く
ぐ
る
や
晩
夏
光

一
段
落
農
に
深
夜
の
遠
蛙

渓
谷
の
透
き
と
お
る
青
ソ
ー
ダ
水

汗
止
め
の
タ
オ
ル
の
鉢
巻
夕
支
度

木こ

下し
た

闇や
み

話
は
ず
め
り
野
良
帰
り

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

９
月
詠
草 岩

木　
敬
治

宮
本　
敏
子

加
藤　
妙
子

川
口　
二
子

宮
本　
雅
子

テーマ「囲碁・将棋」

新
星
出
版
社

2

清
流
出
版

3

マ
イ
ナ
ビ
出
版

4

安
あん

斎
ざい

伸
のぶ

彰
あき

／著

4 �囲碁AIが変えた
　新しい布石・定石の考え方

　アルファ碁をはじめとした
AIは囲碁の世界にどのような
影響を与えたのか? AIと人間
の両面から、評価の変わった
打ち方を紹介しています。

安
あ

次
じ

嶺
みね

隆
たか

幸
ゆき

／著

２ 羽
は

生
ぶ

善
よし

治
はる

監修
　子ども将棋入門

羽生善治プロ監修の子ども向
け将棋入門本。最初の一礼か
ら戦術までイラスト入りでわ
かりやすくお伝えします。

百
ひゃく

田
た

尚
なお

樹
き

／著
1 幻庵　上・下

　碁の世界の最高峰である
「名人碁所」座を巡り主人公・
幻
げん

庵
なん

因
いん

碩
せき

の戦いを描く。菊池
に縁のある棋士、赤

あか

星
ぼし

因
いん

徹
てつ

の
描写もあります。

図 書 館

　5月から9月にかけて前期講座を開催しました。その一部を紹
介します。

泗 水

中 央

公 民 館

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

文
藝
春
秋

1

田
た

丸
まる

　昇
のぼる

／著

３ 伝説の序章
　天才棋士藤

ふじ

井
い

聡
そう

太
た

　月刊誌『将棋世界』編集長
を務めた著者が、藤井聡太プ
ロの四段昇格から29連勝ま
での軌跡とそこに至るまでの
歩みを描いた一冊。

●泗水としょかんまつり（読書週間）

と　き：11月9日㈯・10日㈰ 午前10時～午後５時
場　所：泗水図書館

　おはなし会のほか、ぬいぐるみのお泊まり会や、折り紙、
缶バッジづくり、朗読カフェなど、イベントがもりだくさん!!

●前夜祭コンサート（サックス）
と　き：11月22日㈮ 午後7時～
場　所：中央図書館 ステップ

●中央図書館感謝祭

と　き：11月23日㈯㈷・24日㈰ 午前9時～午後5時
場　所：中央図書館

　利用者の皆さんに感謝を込めて、さまざまなイベントを
開催します。布絵本ボランティアてとてとさんによる小物
作り講座、ペットボトル物入れ、押し花しおり作りなど楽し
い工作のイベント。好評のパンマルシェなどもあります。

各イベントの詳細はキクロスのホームペー
ジやフェイスブックでもお知らせしています。

●�南朝を支えた菊池一族の盛衰 ～菊池武光公生誕700周
年記念連動講座～（6月13日～9月12日 全４回、中央公民館）

　朝は34人、夜は23人の受講生が菊
池一族について学びました。「歴史が弱
い私でも先生の分かりやすい話に聞き
入ってしまいました」といった感想があり、
菊池一族の魅力を再発見できました。

●�刺し子教室～日本の伝統技術を学ぶ～
　 （6月10日～10月7日 全5回、旭志公民館）
　日本の伝統技術の習得と脳の活性化
を図ることを目的に、花布巾、テーブル
センターなどを作成しました。16人の
受講生の笑い声が溢れ、受講を通して
脳の活性化にも繋がりました。

●�リラクすくーる1～植物でストレス解消～
　 （6月22日・７月６日 全２回、七城公民館）
　植物を通してストレスとうまく付き合
うことを目的に開催。24人の参加者は
ハーバリウムやコケ玉作りを体験しました。

「この時間は無心になって取り組めまし
た」といった感想がありました。

●�骨盤調整ヨガ
　 （７月11日～９月12日 全８回、泗水公民館）
　骨盤の歪みを調整し、心身のバラン
スを整える骨盤調整ヨガ。多数の申込
者の中から当選した15人が参加しました。

「腰の痛みが減った」「骨盤の動かし方
が分かった」といった声がありました。
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人
権
・同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

170

　

7
月
20
日
に
菊
池
市
文
化
会
館
に

お
い
て
、「
菊
池
市
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
全
体
会
と
午
後
の
分
科
会
に

約
千
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
心
に
響
く

「
人
権
啓
発
講
演
会
」

　
講
師
は
、
関
西
外
国
語
大
学
教
授
・

人
権
教
育
思
想
研
究
所
長
の
明あ

か

石し

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
で
す
。

「『
心
の
窓
を
少
し
開
く
こ
と
か
ら
』

～
人
々
は
幸
せ
に
な
り
た
い
と
願
っ

て
生
き
て
い
る
。
そ
れ
が
人
権
～
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
幸
せ
を
追
求
す
る
こ

と
で
あ
り
、
何
人
も
安
全
・
安
心
・

自
由
で
あ
る
こ
と
。
人
権
を
否
定
す

る
も
の
が
暴
力
・
貧
困
・
無
視
、
こ

れ
が
差
別
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
好

感
・
共
感
・
親
近
感
を
も
っ
て
生
活

す
る
こ
と
が
、
相
手
の
人
権
を
大
事

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
は
、
子
ど
も
の
笑
顔
を
増
や

し
未
来
を
保
障
す
る
場
所
で
あ
り
、

家
庭
は
生
活
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
場

所
で
す
。
一
方
、
地
域
は
、
あ
な
た

の
こ
と
を
い
つ
も
気
に
か
け
て
い
る
・

見
守
っ
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
る
場
所
で
す
。

　

現
在
、
児
童
虐
待
や
い
じ
め
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
命
に
関
わ
る
重
大
な
、

悲
し
い
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
し
て
、
幼
い
子
ど
も
た

ち
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
人
々
の
命
・

人
権
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

素
敵
な
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
を
豊

か
に
つ
く
り
だ
す
こ
と
、
暮
ら
し
を

通
じ
て
人
権
を
自
分
自
身
に
引
き
寄

せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
正
し
く
学
ぶ

機
会
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
わ

か
る
こ
と
は
か
わ
る
こ
と
だ
か
ら
。

　

関
西
弁
で
、
信
念
そ
の
も
の
で
あ

る
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
会
場
を
笑
顔

に
包
み
込
ん
だ
講
演
の
最
後
に
「
ユ
ー

モ
ア
が
人
権
の
心
を
育
む
」
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

第
15
回
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
報
告　

 

地
域
人
権
教
育
指
導
員 

末す
え

永な
が

知ち

恵え

美み

テ
ー
マ
ご
と
の
発
表
や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
分
科
会

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
報
告
者
か
ら
の
詳
し
い
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
は
参
加
者
全
体

で
意
見
交
換
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
・
立
場
の
市
民

が
一
堂
に
会
し
て
の
研
究
会
で
し
た
。

菊
池
市
の
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
研

究
大
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
参
加
者
が
い
る
こ
と
が
理
由
の

一
つ
で
す
。

　
「
人
権
啓
発
講
演
会
」
と
と
も
に
、

人
権
感
覚
を
磨
く
場
と
し
て
、
今
後

も
、「
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会
」
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
な
い
、
厚
い
人
情
が
あ
ふ
れ
る
菊

池
市
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

わいふ一番館 菊池観光交流館
問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

　

外
国
に
長
く
住
む
日
本
人
が
食
べ

た
く
な
る
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
ラ
ー
メ

ン
な
ら
、
そ
れ
に
比
例
す
る
の
は
韓

国
で
は
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
だ
ろ
う
。 

　

チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
は
も
と
も
と
中
国

山
東
半
島
地
域
の
家
庭
食
を
韓
国
人

の
口
に
合
う
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

麺
料
理
だ
。
た
ま
ね
ぎ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

生
姜
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
と
肉
を

食
用
油
で
炒
め
、
中
国
の
味
噌
（
春チ

ュ
ン

醤ジ
ャ
ン

）
で
味
付
け
し
た
真
っ
黒
い
ソ
ー

ス
を
麺
に
た
っ
ぷ
り
か
け
て
食
べ
る

韓
国
式
中
華
料
理
で
あ
る
。

　

資
料
に
よ
る
と
、
１
８
９
０
年
代

に
中
国
山
東
地
方
か
ら
渡
っ
て
き
た

埠ふ

頭と
う

労
働
者
（
苦ク

ー

力リ
ー

・
荷に

役や
く

人に
ん

夫ぷ

）

が
仁イ

ン

川チ
ョ
ン

港
埠
頭
の
周
辺
で
簡
単
に
食

事
を
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
中
国
の
味

噌
（
春
醤
）
と
麺
を
混
ぜ
た
料
理
が

チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
の
始
ま
り
だ
と
い
う
。 

そ
の
後
「
共コ

ン

和ワ

春チ
ュ
ン

」
と
い
う
店
が

１
９
１
２
年
に
開
業
。
こ
の
店
が
「
元

祖
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
の
家
」
と
し
て
知

ら
れ
、
今
も
仁
川
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
に
は
共
和
春
の
建
物
が
「
チ
ャ
ジ
ャ

ン
麺
博
物
館
」
と
し
て
復
元
さ
れ
て

い
る
。

　

朝
鮮
戦
争
直
後
の
1
９
５
０
年
代

半
ば
に
は
、
春
醤
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

入
れ
、
甘
め
の
味
付
け
に
な
っ
て

い
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
チ
ャ
ジ
ャ
ン

麺
は
中
国
の
も
の
と
は
異
な
り
韓
国

風
に
変
わ
っ
て
い
く
。
1
９
６
０
～

１
９
７
０
年
代
に
は
韓
国
政
府
が
当

時
の
食
料
事
情
を
改
善
す
る
た
め
行

な
っ
た
粉
食
奨
励
運
動
や
産
業
化
時

代
と
重
な
り
、
チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
は
全

盛
期
を
迎
え
た
。

　

チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
は
今
で
も
２
０
０

～
５
０
０
円
位
と
比
較
的
安
価
で
提

供
さ
れ
る
。
そ
し
て
配
達
文
化
が
色

濃
く
残
る
韓
国
で
は
ど
こ
へ
で
も
配

達
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
川
辺
や
海

辺
な
ど
住
所
が
な
い
場
所
で
も
お
店

の
人
は
バ
イ
ク
で
配
達
す
る
。
そ
れ

で
家
族
や
友
人
と
野
外
で
も
電
話
一

本
で
熱
々
た
っ
ぷ
り
の
チ
ャ
ジ
ャ
ン

麺
を
い
た
だ
け
る
。

　

韓
国
の
大
ら
か
さ
と
安
価
で
お
腹

い
っ
ぱ
い
に
な
る
気
楽
さ
。
ま
た
、

チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺
を
食
べ
る
と
き
は
口

周
り
を
真
っ
黒
に
し
な
が
ら
大
き
く

口
を
開
け
て
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
こ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
雰
囲
気
が

多
く
の
韓
国
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
要

因
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ぜ
ひ
、
み
ん
な
で
大
き
く
口
を
開

け
て
、
口
を
真
っ
黒
に
し
な
が
ら
、

韓
国
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
。

韓
国
人
の
代
表
的
な
庶
民
料
理
、チ
ャ
ジ
ャ
ン
麺

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

国際観光マネージャー

金
キム

 相
サン

廷
ジョン

講師・明石一朗さん

さまざまな意見交換が行
われました

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「エアライナークラブ九州支部写真展」
　飛行機の美しい姿とダイナミックさに魅せられて、そ
の一瞬を切り取り、大空への憧れを表現してみました。
期　間：11月12日㈫～24日㈰

「岳人が撮った山の写真展」
　日本山岳会のメンバーが撮影した山、植物の写真展で
す。阿蘇、九重や関東の山も展示予定です。皆さん、ぜ
ひご来館ください。
期　間：12月17日㈫～1月13日㈪㈷

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　なし（点検などで臨時的に休館する場合あり）

NPO法人菊池公園歴史の森
「ふるさと創生、書のもつちから展」
菊池さくら千年プロジェクト
城山の作業写真や書を展示します。

期　間：～11月10日㈰ 午後5時

第6回菊池郡市退職校長会
「文化展」
　書・絵画・写真・手工芸・盆栽・陶芸・
拓本などを展示します。

期　間：11月12日㈫～17日㈰
 　 　     　 

「
涼
し
う
こ
そ
見
え
候
へ
」

　

季
長
が
武
房
に
出
会
っ
た
の
は
、

蒙
古
（
モ
ン
ゴ
ル
）
軍
の
進
攻
を
遮
っ

た
武
房
が
、
戦
場
か
ら
引
き
上
げ
て

き
た
後
の
こ
と
で
し
た
。
武
房
は
芦

毛
（
灰
色
）
の
馬
に
乗
り
、
紫
の
鎧

を
着
て
紅
の
母ほ

衣ろ

を
か
け
た
勇
ま
し

い
武
者
で
、
百
余
騎
を
率
い
、
敵
の

首
を
二
つ
、
太
刀
と
薙
刀
の
先
に
貫

き
郎
党
に
持
た
せ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
姿
に
感
嘆
し
た
季
長
は
、「
涼

し
う
こ
そ
見
え
候
へ
」、つ
ま
り
「
凛
々

し
い
お
姿
で
す
ね
」
と
声
を
か
け
た

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

生い
き

の
松ま

つ

原ば
ら

の
菊
池
軍
団

　

１
２
８
１
（
弘
安
４
）
年
、
蒙
古

軍
は
再
び
九
州
へ
と
攻
め
寄
せ
、
武

房
と
季
長
は
博
多
湾
に
面
し
た
生
の

松
原
に
て
再
会
し
て
い
ま
す
。
季
長

が
こ
こ
を
通
っ
た
時
、
武
房
は
一

族
郎
党
と
と
も
に
そ
の
防
塁
の
上

を
固
め
て
い
ま
し
た
。
ず
ら
り
と
居

並
ぶ
甲
冑
姿
の
一
団
は
実
に
壮
観
で
、

『
人
々
多
し
と
言
え
ど
も
菊
池
の
二
郎

武
房
、
文
永
の
合
戦
に
名
を
上
げ
し
』

と
あ
る
よ
う
に
、
季
長
は
前
回
の
戦

の
英
雄
と
し
て
憧
れ
の
眼
差
し
で
武

房
を
見
て
い
る
の
で
す
。

恩
賞
問
題
と
そ
の
後
の
菊
池
一
族

　

蒙
古
軍
は
撃
退
で
き
た
も
の
の
、

武
房
に
与
え
ら
れ
た
報
酬
は
甲
冑
一

式
と
わ
ず
か
な
領
地
の
み
で
、
と
て

も
そ
の
活
躍
と
犠
牲
に
見
合
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
出

来
事
は
、
菊
池
一
族
の
内
部
に
、
幕

府
に
対
す
る
不
信
感
を
抱
か
せ
る
大

き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
倒
幕
に
向

か
っ
て
走
り
始
め
る
一
族
を
突
き
動

か
す
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
す
。

◆

連
載 

◆

◆ 絵画連作 ◆

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

10代 菊
きく

池
ち

武
たけ

房
ふさ

第 一 章

１
２
４
５‐
１
２
８
５
）

　
武
房
は
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、

元げ
ん

寇こ
う(

蒙も
う

古こ

襲
来)

で
大
き
な
活
躍
を

果
た
し
た
人
物
で
す
。
強
大
な
武
力

を
持
つ
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
（
元
）
は
次
々

に
周
囲
の
国
を
征
服
し
、
日
本
に
も

手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
蒙
古
襲
来
の
様
子
は
、
肥
後

の
武
士
竹た

け

崎さ
き

季す
え

長な
が

に
よ
る
「
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

絵え

詞こ
と
ば

」
に
描
か
れ
て
お
り
、
武
房

の
姿
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
6
回
に
わ
た
っ
て
菊
池
武
光
の
生
涯
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
は

そ
の
他
の
当
主
に
つ
い
て
、
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

　守護の館のすぐ傍、現在は隈府の市街地となってい
ますが、かつては「犬

いぬ

追
おう

物
もの

」、すなわち犬を放って的とし
た騎馬による戦闘訓練が行われた場所でした。菊池の
戦士たちが腕を競い、武芸を磨いていました。
※院

いん

とは犬が訛った言葉で、院は当て字とされています。

其の６  院
いん

の馬場

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池一族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７
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お
知
ら
せ

　
市
で
は
不
妊
に
悩
む
人
の
経
済
的
・
精

神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
一
般
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療　
10
月
1
日
以
降
に
治

療
を
開
始
し
た
不
妊
治
療
の
う
ち
、
人
工

授
精
に
要
す
る
費
用

対　

象　

法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

で
、
次
の
❶
～
❻
全
て
に
該
当
す
る
人

❶�

医
療
機
関
に
お
い
て
不
妊
症
と
診
断
さ

れ
た
夫
婦
で
あ
る
こ
と

❷�

治
療
費
助
成
の
申
請
日
に
妻
の
年
齢
が

40
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

❸�

1
年
以
上
引
き
続
き
、
市
内
に
住
所
を

有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
こ
と

❹
他
の
自
治
体
に
お
い
て
、
一
般
不
妊
治

　

�

療
費
助
成
（
人
工
授
精
）
に
関
し
他
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

❺
夫
婦
い
ず
れ
も
市
税
の
未
納
が
な
い
こ

　
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

を
適
正
に
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

法
律
に
基
づ
き
、
次
の
事
項
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。

健
全
化
判
断
比
率・資
金
不
足
比
率

（
平
成
30
年
度
決
算
）を
公
表
し
ま
す

　
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
決
算
に
基
づ

く
実
質
的
な
赤
字
や
公
社
・
第
三
セ
ク
タ

ー
な
ど
を
含
め
た
実
質
的
な
将
来
負
担
な

ど
に
よ
る
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
）
を
算
定
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定

基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財
政
健

全
化
計
画
ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全

化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

本
市
の
現
状　
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
、
経
営

健
全
化
基
準
と
比
較
す
る
と
健
全
な
状
態

で
す
が
、
今
後
の
事
業
展
開
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
現
段
階
以
上
に
将

来
負
担
が
拡
大
し
、
資
金
不
足
が
発
生
す

（表１）健全化判断比率　　　　　　　　　 　　　　　　 （単位：％）

指標名 H30 年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

参　考
H29 年度 H28 年度

①実質赤字
　比率

―　
（△ 0.89） 12.80 20.00 ―

（△1.92）
―

（0.00）

②連結実質
　赤字比率

―
（△6.32） 17.80 30.00 ―

（△6.98）
―

（△5.25）

③実質公債
　費比率 9.5 25.0 35.0 8.5 8.3

④将来負担
　比率

―
（△6.8） 350.0 ー

（△ 7.7）
ー

（△ 6.6）

（表２）資金不足比率　　　　　　　 　　 （単位：％）

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全
化基準

水道事業会計 ―
（△ 69.0） 20.0

公共下水道事業特別会計 ― 20.0

特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― 20.0

地域生活排水処理事業特別会計 ― 20.0

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0

新
規
農
業
就
業
奨
励
金

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す

一般
不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

❶
新
規
農
業
就
業
奨
励
金　
実
践
力
旺
盛

な
農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
、
新
規
農
業

就
業
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
地
元
区
長

に
連
絡
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
30
万
円
（
う
ち
10
万
円
分
は

市
内
共
通
商
品
券
）

申
請
期
限　
12
月
27
日
㈮
必
着

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と
▼
菊
池
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と
▼
新
た
に
農
業
に
就
業
し
、
平
成
31
年

4
月
1
日
に
お
け
る
年
齢
が
満
45
歳
未
満

の
人
▼
農
業
生
産
を
主
と
し
、
農
作
業
従

事
日
数
が
年
間
２
５
０
日
以
上
、
か
つ
、

年
間
2
千
時
間
以
上
見
込
ま
れ
る
人
▼
過

去
に
新
規
農
業
就
業
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
▼
就
農
か
ら
5
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
▼
新
規
参
入
者
に
つ
い
て

は
、
就
農
後
2
年
を
経
過
し
、
定
着
可
能

な
人
▼
市
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
こ
と
▼

本
市
農
業
の
担
い
手
と
し
て
率
先
努
力

し
、
営
農
確
立
に
努
め
る
人
▼
交
付
を
受

け
た
年
か
ら
起
算
し
て
5
年
間
は
、
毎
年

度
、
就
農
状
況
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

※
交
付
決
定
の
日
か
ら
5
年
以
内
に
農
業

浄
化
槽
の
設
置
申
請
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　
市
で
は
申
請
者
か
ら
負
担
金
と
月
々
の

使
用
料
を
い
た
だ
き
、
市
が
浄
化
槽
本
体

を
設
置
・
維
持
管
理
を
行
う
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
申
請
か
ら
浄
化
槽
設
置
工
事

の
着
工
ま
で
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

下
水
道
課
工
務
係　
☎（
25
）７
２
４
４

　
と

❻
夫
妻
の
前
年
所
得
合
計
額
が
７
３
０
万

　
円
未
満
で
あ
る
こ
と

助
成
額　
夫
婦
一
組
に
つ
き
上
限
5
万
円

　
ま
で
（
年
間
）

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

※�①②④は黒字のため「－」で表示。参考に黒字の比率を「△」で示しています。※�資金不足が生じていないため「－」で表示し、参考に法適
用企業会計の資金剰余の比率を「△」で示しています。

医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知

ら
せ
）に
つ
い
て

　
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
「
医
療

費
通
知
」
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
費
控
除
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
は
、

11
月
・
12
月
の
診
療
分
を
令
和
2
年
4
月

に
発
送
予
定
の
た
め
、
令
和
元
年
分
の
確

定
申
告
期
間
ま
で
に
は
通
知
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
通
知
に
記
載
が
な

い
分
に
つ
い
て
は
、
領
収
書
に
基
づ
い
た

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
で
売

電
を
し
て
い
る
人
へ

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取

制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電

の
余
剰
電
力
買
取
期
間
は
10
年
間
で
す
。

期
限
を
迎
え
る
発
電
設
備
が
２
０
１
９
年

11
月
以
降
に
順
次
発
生
し
ま
す
。

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て
い
る

人
は
、
現
在
の
売
電
契
約
の
期
限
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
売
電
や
電

気
の
使
い
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

問�

環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
へ

の
旧
姓（
旧
氏
）併
記

　
11
月
5
日
㈫
よ
り
、
住
民
票
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
旧
姓
を
併
記
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
婚
姻
な

ど
で
姓
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
旧

姓
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
住
民

票
に
併
記
し
、
公
証
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

手
続
窓
口　
市
民
課
お
よ
び
各
支
所
市
民

生
活
課

旧
姓
と
は　

過
去
の
戸
籍
上
の
姓
の
こ

と
。
姓
は
そ
の
人
に
係
る
戸
籍
、
ま
た
は

除
か
れ
た
戸
籍
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
市
民
係　
☎（
25
）７
２
１
１

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
一
層
堅
実

な
財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

▼�

健
全
化
判
断
比
率
は
表
１
、
各
指
標
名

の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶�

実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
の
赤
字
の

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

❷�

連
結
実
質
赤
字
比
率　
全
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

ま
す
。

❸�

実
質
公
債
費
比
率　
借
金
の
返
済
額
な

ど
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

❹�

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
と
特
別
会

計
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払

っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
負
担
な
ど

の
、
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

▼
資
金
不
足
比
率
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

�

資
金
不
足
比
率　
公
営
企
業
の
資
金
不
足

　
を
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

　
し
、経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

問
財
政
課　
☎（
25
）７
２
０
２

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
を
身
体
的
・
心

理
的
に
傷
つ
け
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
児
童
虐
待
」
と
感
じ
た
と
き
、
子
育

11月の「税」の納期限
12月2日㈪

問税務課固定資産税係　　　☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係　☎（25）7218

●固定資産税第４期
●国民健康保険税第５期

口座振替を利用している人は
1１月２5日㈪に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

て
に
悩
ん
だ
と
き
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
一
報

で
救
わ
れ
る
子
ど
も
や
家
庭
が
あ
り
ま

す
。
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

問�

子
育
て
支
援
課
相
談
室

　
☎（
25
）１
３
９
９

を
辞
め
た
場
合
は
返
還
が
必
要
で
す

❷
結
婚
祝
い
金　
認
定
新
規
就
農
者
も
し

く
は
認
定
農
業
者
ま
た
は
、
認
定
農
業
者

の
親
族
の
農
業
に
従
事
し
、
農
業
で
生
計

を
た
て
て
い
る
人
が
結
婚
し
た
場
合
は
、

結
婚
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金
額　
５
万
円
（
全
額
市
内
共

通
商
品
券
）

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

家
畜
排
せ
つ
物
は

適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い

遵
守
事
項　
▼
た
い
肥
処
理
施
設
な
ど
の

床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

整
備
し
、
周
り
を
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
っ

た
り
、
壁
を
設
け
る
▼
た
い
肥
化
処
理
施

設
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
・
補
修
・
維
持

管
理
を
行
う
▼
家
畜
排
せ
つ
物
の
発
生
量

や
処
理
の
記
録
を
つ
け
る

　

畜
産
環
境
へ
の
苦
情
の
半
数
以
上
は
、

悪
臭
発
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
畜
舎
か
ら
の
ふ
ん
尿
の
早
期
搬
出

・
畜
舎
内
外
の
清
掃

・
適
正
な
た
い
肥
化
・
浄
化
処
理

・
ほ
場
で
の
散
布
後
の
速
や
か
な
耕
転

な
ど
の
対
策
を
と
り
、
悪
臭
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
に
理
解

さ
れ
る
畜
産
経
営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

募
集

令和元年度（平成31年度）４月から９月までに実施した公共工事などの入札結果を公表します。
※落札額が1,000万円以上の工事および業務のみ
※落札率は小数点第2位以下を切り捨て
※予定価格・落札額は税込額（円）　

工事（業務）名 業者名 予定価格 落札額 落札率 担当課 入札日
平成30年度 菊池市ふるさと創生市民広場北側整備工事 （有）福田建設 10,766,520 10,659,600 99.0% 企画振興課 4月11日

平成30年度 菊池渓谷ビジターセンター建設（建築）工事 （株）美麗建設工業 135,286,800 135,212,000 99.9% 商工観光課 4月23日

平成30年度 菊池渓谷ビジターセンター建設（電気）工事 菊池オイルサービス（有） 19,185,100 18,898,000 98.5% 商工観光課 4月23日

平成30年度 菊池渓谷ビジターセンター建設（管）工事 熊本設備（株）菊池営業所 36,870,900 36,300,000 98.4% 商工観光課 4月23日

平成31年度(2019年度） 市指定ごみ袋作製業務委託 アルフォーインターナショナル
(株)九州支店 24,681,002 17,254,077 69.9% 環境課 5月10日

平成31年度(2019年度) 旭志西部第三水源地(機械・電気
設備）築造工事 （株）電盛社 58,784,400 55,620,000 94.6% 水道課 5月16日

平成31年度 菊池市役所泗水支所改修建築工事 緒方・三牧特定建設工事共同企業体 191,968,700 191,400,000 99.7% 都市整備課 5月22日

平成31年度 菊池市役所旭志支所建設建築工事 八方・吉安建設工事共同企業体 190,445,200 189,970,000 99.7% 都市整備課 5月22日

平成31年度 泗水中学校長寿命化改良工事設計業務委託 （株）綜企画設計熊本支店 39,010,400 27,478,000 70.4% 学校教育課 5月22日

平成30年度 松尾川整備工事（2工区） （有）成信建設 10,717,300 10,640,300 99.2% 土木課 5月31日

平成31年度 葉山団地（34・35棟）長寿命化改修工事 （株）荒木重機 21,630,240 21,600,000 99.8% 都市整備課 5月31日

平成31年度 菊池市地籍調査事業 測量業務(数値法)委託 （株）十八測量設計 88,337,700 85,800,000 97.1% 地籍調査課 5月31日

令和元年度 県道 原植木線（高永地区）舗装工事 （株）安武建設工業 22,427,280 22,086,000 98.4% 水道課 6月14日

令和元年度 柏木護線舗装工事 （株）荒木建設 13,967,640 13,824,000 98.9% 土木課 6月14日
令和元年度 菊池市立小中学校施設個別施設計画策定業務
委託 （株）パスコ熊本支店 17,538,400 13,970,000 79.6% 学校教育課 6月19日

令和元年度 大琳寺第二水源地(場内配管・場内整備)築造
工事 （有）若山商店 16,181,000 15,785,000 97.5% 水道課 6月21日

令和元年度 大琳寺第二水源地(機械・電気設備)築造工事 （株）新星 95,755,000 86,537,000 90.3% 水道課 6月21日

令和元年度 第1寺小野橋上部工工事 （株）前川建設 54,228,900 53,570,000 98.7% 土木課 6月21日

令和元年度 菊池市旭志多目的研修センター改修建築工事 （株）生田工務店 125,441,800 125,070,000 99.7% 都市整備課 7月4日

令和元年度 菊池市旭志多目的研修センター改修電気工事 半田電設工業（株）菊池営業所 50,799,100 45,980,000 90.5% 都市整備課 7月4日

令和元年度 菊池市旭志多目的研修センター改修管工事 （有）本藤設備 24,200,000 23,870,000 98.6% 都市整備課 7月4日

令和元年度 菊池市役所七城支所建設工事設計業務委託 (有)堀田総合設計 15,338,400 15,290,000 99.6% 都市整備課 7月5日

令和元年度 菊池市役所泗水支所改修電気工事 宮本電気工事（株） 95,725,300 86,790,000 90.6% 都市整備課 7月12日

令和元年度 菊池市役所泗水支所改修管工事 熊本設備（株）菊池営業所 82,615,500 81,400,000 98.5% 都市整備課 7月12日

令和元年度 戸豊水大柿線舗装工事 （株）荒木建設 24,156,360 23,760,000 98.3% 土木課 7月12日

令和元年度 広瀬農高1号線道路整備工事 （株）緒方建設工業 13,728,960 13,500,000 98.3% 土木課 7月12日

平成30年度 迫水線舗装補修工事（2工区） 正和建設(株) 11,622,960 11,415,600 98.2% 土木課 7月12日

令和元年度 菊池市役所旭志支所建設電気工事 半田電設工業（株）菊池営業所 17,721,000 17,358,000 97.9% 都市整備課 7月17日

令和元年度 菊池市役所旭志支所建設管工事 （有）クドウ工業 16,729,900 16,346,000 97.7% 都市整備課 7月17日

令和元年度 菊池市有林下刈業務委託 菊池森林組合 13,249,500 12,650,000 95.4% 農林整備課 8月8日

令和元年度 砂田地区（汚水枝線）築造工事 （株）美麗建設工業 14,646,500 14,487,000 98.9% 下水道課 9月11日

令和元年度 七城温泉ドーム浴室支柱等改修工事 （株）安武建設工業 29,709,900 29,524,000 99.3% 商工観光課 9月11日

令和元年度 立門木護線道路改良工事（８工区） （有）岩根重機興業 12,729,200 12,540,000 98.5% 土木課 9月11日

令和元年度 富納配水池アクティブフィルタ取替工事 （有）城北電気工事 12,195,700 12,045,000 98.7% 水道課 9月11日

令和元年度 桜山地区側溝整備工事（2工区） （有）テクノ・アドバンス 10,917,500 10,758,000 98.5% 土木課 9月18日

令和元年度 七城運動公園改修工事 （株）緒方建設 99,804,100 98,340,000 98.5% 社会体育課 9月19日

令和元年度 北岸線道路改良工事（1工区） 太陽土木（株）泗水支店 56,234,200 55,550,000 98.7% 土木課 9月19日

令和元年度 北岸線道路改良工事（2工区） （株）荒木重機 68,555,300 67,100,000 97.8% 土木課 9月19日

令和元年度（平成31年度）上半期の公共工事など
の入札結果を公表します

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
を
募
集
し
ま
す

職　
種　
保
健
師
１
人
程
度

採
用
予
定
数　
１
人
程
度

受
験
資
格　
▼
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護

師
の
資
格
を
有
し
、
か
つ
、
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
と
し
て
3
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
人

試
験
日　
一
次　
令
和
2
年
1
月
19
日
㈰

　
　
　
　
二
次　
令
和
2
年
２
月
中
旬

会　
場　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
間　
11
月
18
日
㈪
～
12
月
20
日
㈮

※
㈯
㈰
㈷
除
く

申
込
方
法　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
に
あ

る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.

こ
ど
も
健
診
セ
ン
タ
ー

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
乳
幼
児
健
診
な
ど
に
加
え
、
子
育
て
支

援
を
目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
健
診
セ
ン
タ

ー
」を
泗
水
支
所
の
一
部
に
設
置
し
ま
す
。

開
設
は
令
和
2
年
度
の
予
定
で
す
。
皆
さ

ん
に
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
親
し

み
や
す
い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
12
月
16
日
㈪

応
募
資
格　
菊
池
市
に
居
住
し
て
い
る
人

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
お
よ
び
各
支
所

市
民
生
活
課
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
応
募

用
紙
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

問
●申
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

首
都
圏
へ
進
学
す
る
皆
さ
ん
へ

有
斐
学
舎
入
寮
生
募
集

　

有
斐
学
舎（
埼
玉
県
志
木
市
）で
は
、

令
和
2
年
度
の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
令
和
2
年
４
月
か
ら
関
東
・
首

都
圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊
本
県

出
身
の
人

所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６
‐
27
‐

14 入
寮
費　
７
万
円
（
入
寮
時
に
納
入
）

寮　
費
（
月
額
）　

▼
２
人
部
屋　
１
万
8
千
円

▼
１
人
部
屋　
２
万
4
千
円

※
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費
。

応
募
期
限　

▼
１
回
目　
令
和
2
年
１
月
8
日
㈬

▼
２
回
目　
令
和
2
年
３
月
10
日
㈫

▼
３
回
目　
令
和
2
年
３
月
26
日
㈭

※
第
１
回
、
第
２
回
面
接
で
定
員
に
達
し

　

�

た
場
合
、
第
3
回
面
接
は
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

問
●申（
公
財
）肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

　
☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１

新
施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

　

菊
池
環
境
保
全
組
合
で
は
、
菊
池
市
、

合
志
市
、
大
津
町
、
菊
陽
町
の
各
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
処
理
す
る
た

完成予想図（CG 写真）

募集種目 資　格 受付期間
自衛官候補生

（男子・女子） 18 歳以上 33 歳未満の人 通年

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

推薦 男子で中卒（見込含）17 歳未満の成績優秀かつ生徒会活動など
に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる人

11 月１日㈮
～ 11 月 29 日㈮

一般 男子で中卒（見込含）17 歳未満の人 11 月１日㈮～令和
2 年１月 6 日㈪

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部などの３・４年次または大学院（専門職大
学院を除く）修士課程在学（正規の修業年限を終わる年の４月１
日現在で 26 歳未満（大学院修士課程在学者は 28 歳未満））の人

11 月１日㈮～令和
2 年１月 6 日㈪

令和元年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772

yojoen.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　　
☎（
38
）２
８
２
０

め
、
ご
み
焼
却
施
設
と
最
終
処
分
場
を
建

設
中
で
す
。

　
こ
の
新
し
い
施
設
に
親
し
み
を
持
て
る

よ
う
な
正
式
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
kikunanseisou.or.jp/

）
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

募
集
期
限　
12
月
27
日
㈮

応
募
資
格　
菊
池
市
、合
志
市
、大
津
町
、

菊
陽
町
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

賞
の
内
容

最
優
秀
賞　
3
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

優
秀
賞　
　
１
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞　
中
学
生
以
下
の
応
募
者

５
人
に
抽
選
で
３
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

そ
の
他　
応
募
は
1
人
1
点
ま
で
。
入
賞

者
に
は
書
面
で
通
知
す
る
ほ
か
、
組
合
お

よ
び
構
成
市
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
構
成

市
町
の
広
報
紙（
令
和
2
年
5
月
号
予
定
）

で
発
表
し
ま
す
。

問
●申
菊
池
環
境
保
全
組
合
建
設
推
進
課

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）２
５
５
５
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
11
月
20
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

講
演
・
講
習

イ
ベ
ン
ト

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
が
依
然
と

し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
強
化
週

間
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
山
鹿
市
の
チ
ブ
サ
ン
古
墳
な
ど
、
菊
池

川
流
域
の
装
飾
古
墳
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

と　
き　
12
月
７
日
㈯　
午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　
菊
池
市
役
所

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
代
、食
事
代
）

申
込
期
間　
11
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮　

申
込
方
法　
電
話

問
●申
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
26
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
11
月
27
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
11
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　
異
国
情
緒
漂
う
空
間
で
物
語
の
主
人
公

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
要
事
前
申
込
。

と　
き　
11
月
24
日
㈰　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
泗
水
孔
子
公
園

※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止

問
●申
道
の
駅
泗
水
養
生
市
場

　
☎（
38
）６
１
０
０

第
５
回
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
&

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定
多

数
の
人
か
ら
資
金
を
募
り
、
自
分
が
実
現

し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達
を
行

う
手
段
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　

❶
中
級
者
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　
11
月
22
日
㈮　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

❷
個
別
相
談
会　
午
後
８
時
30
分
～
9
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
小
研
修
室
１

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

勉
強
会
を
開
催

と　
き　
11
月
22
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
9
時

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

問
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

人
権
バ
ン
ド「
ゆ
う
」ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

11
月
の
内
容

７
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

14
日
㈭　
七
五
三
の
袋
作
り

21
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

28
日
㈭　
避
難
訓
練

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　

熊
日
郡
市
対
抗
駅
伝
（
男
子
・
女
子
）

の
選
手
選
考
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
12
月
8
日
㈰　
午
前
10
時
か
ら

順
次
ス
タ
ー
ト
（
午
前
８
時
30
分
集
合
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー

対　
象　
菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、

第
71
回
熊
日
菊
池
郡
市

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　

剪
定
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
、

仲
間
と
一
緒
に
樹
木
剪
定
の
仕
事
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定　
員　
20
人

対　
象　
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
剪せ

ん

定て
い

作
業
で
の
就
業
を
希
望
す

る
人

申
込
期
限　
11
月
15
日
㈮

問
●申（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）３
６
３
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

樹
木
管
理
講
習
会

　
後
見
制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る
人
や

制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
の
た
め
に
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
13
日
㈬　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
熊
本
市
役
所
（
熊
本
市
中
央
区

手
取
本
町
1
‐
1
）
14
階 

大
ホ
ー
ル

定　
員　
１
２
０
人
程
度
（
先
着
順
）

問
●申
熊
本
家
庭
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
９
６（
２
０
６
）５
１
４
３

成
年
後
見
制
度
説
明
会

実
施
期
間

▼
11
月
18
日
㈪
～
24
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

受
付
時
間

▼
11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

▼
11
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

実
施
方
法　
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

　
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
常
時
、
開
庁
日

に
同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
、

合
志
市
と
菊
陽
町
と
合
同
で
、
防
災
士
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
▼
令
和
2
年
1
月
25
日
㈯
▼
1

月
26
日
㈰
▼
2
月
2
日
㈰　
全
3
回

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館

受
講
資
格　
市
内
在
住
で
地
域
の
防
災
活

動
や
市
が
実
施
す
る
防
災
に
関
す
る
施
策

な
ど
に
協
力
で
き
る
人

定　
員　
60
人

申
込
期
限　
12
月
6
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
を
防
災
交
通
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

問
●申
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３ 

防
災
士
養
成
講
座

　
市
内
企
業
経
営
者
・
人
事
担
当
者
向
け

に
「
無
料
W
E
B
求
人
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
28
日
㈭

❶
初
め
て
W
E
B
求
人
を
作
成
す
る
人

ｗ
Ｅ
Ｂ
求
人
作
成
セ
ミ
ナ
ー

　
市
民
、
団
体
、
関
係
機
関
、
行
政
が
一

体
と
な
り
地
域
の
防
災
力
を
向
上
す
る
た

め
、
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
10
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

主
な
内
容　
初
期
消
火
、
救
急
法
訓
練
、

車
両
資
機
材
の
展
示
な
ど

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

菊
池
市
総
合
防
災
訓
練

　
市
民
に
開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会

を
目
指
し
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
年
は
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
も
予
定

し
て
い
る
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
の

議
会
活
動
に
生
か
す
た
め
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
直
接
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
18
日
㈪　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館

問
議
会
事
務
局　
☎（
25
）２
３
２
５

議
会
報
告
会

菊
陽
町
在
住
の
一
般
・
高
校
・
中
学
生
男

女コ
ー
ス　
▼
一
般
・
高
校
男
子
の
部
８
㌔

▼
一
般
・
高
校
女
子
の
部
４
㌔
▼
中
学
生

男
子
の
部
４
㌔
▼
中
学
生
女
子
の
部
４
㌔

申
込
期
限　
11
月
26
日
㈫

申
込
方
法　
社
会
体
育
課
ま
た
は
菊
池
郡

市
体
育
協
会
に
あ
る
申
込
書
を
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

定　
員　
10
人
程
度

申
込
期
限　
11
月
15
日
㈮

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
グ
ロ
ー
カ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
事

務
局
（
村む

ら

上か
み

）　

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１

Ⓜglocal_village@
youbito.com

向
け　
午
後
１
時
～
３
時

❷
も
っ
と
見
て
も
ら
え
る
W
E
B
求
人

の
作
り
方　
午
後
４
時
～
６
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
小
研
修
室

対　
象　
市
内
事
業
者
（
業
種
不
問
）

定　
員　
各
20
人
程
度

申
込
期
限　
11
月
21
日
㈭

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

　
☎
0
9
6
8（
25
）7
2
2
3

昨年の総合防災訓練
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と　き　11月24日㈰ 午前９時30分～
ところ　一心行公園パークゴルフ場
対象者　市内在住および市内の職場に勤務している人
　　　　（初心者大歓迎です）
参加費　一人　1,000円
賞　品　各種あり
申込期限　11月15日㈮
申込方法　直接または電話
問●申菊池パークゴルフ協会事務局　越

おお

猪
い

☎090（7296）2748　Ⓕ0968（24）4970

第11回菊池市民パークゴルフ大会
参加者募集

　こども神楽、剣道部による演舞、地域住民による舞台
演芸など楽しいプログラムが満載。おでんやホルモンな
どの販売も行います。皆さんぜひお越しください。

と　き　11月10日㈰　正午～3時
ところ　田島一区運動公園
参加費　無料
その他　車でお越しの際はできるだけ乗り合わせてお　
　　  　越しください
問●申田島一区 区長 大

おお

林
ばやし

　☎0968（38）6455

第32回 田島一区ふるさと祭り

　一緒にグラウンドゴルフをして国際交流してみませんか。
皆さんの参加をお待ちしています。軽食もあります。
と　き　　12月1日㈰ 午前9時～午後1時 
ところ　　菊池第2さくら幼楽園 
対象者　　市内に在住または通勤している人 
参加費　　500円(外国人は無料) 
その他　　内容や申し込みについては、お問い合わせく
　　　　　ださい。 
問●申菊池国際交流協会 合

ごう

志
し

　☎080（9650）6151

インターナショナル・ファン・デイを
開催します 

　日頃の感謝の気持ちを込めて、第1部はクラシックス
テージ、第2部はポップスステージをお届けします。
　クラシックステージは「西遊記」「マードックからの最後
の手紙」ほか。ポップスステージでは、「世界はあなたに
笑いかけている」「北の漁場 」「let's swing」などを演奏
します。
と　き　12月1日㈰　開場 午後1時30分 開演 ２時 
ところ　菊池市文化会館 大ホール
参加費　無料 
問●申菊池北中学校 中

なか

田
た

 　☎0968（25）2041 

第21回菊池北中学校定期演奏会 

　司会にタレントの太
お お

田
た

弘
ひ ろ

樹
き

・おがっちを迎え、ソーラン
節演舞（泗水西小）や吹奏楽演奏（泗水中）、高

た か

﨑
さ き

裕
ひ ろ

士
し

の
津軽三味線演奏などのステージイベントのほか、ひだま
りマルシェ、任天堂 Switch Light などが当たる抽選会
もあります。多数のご来場お待ちしています。

と　き　11月9日㈯　午前10時～午後１時
ところ　障がい者支援施設サニーサイド
※近隣に駐車スペースを用意しています。
問サニーサイド秋まつり実行委員会 ☎0968（38）4448

サニーサイド秋まつり

　龍門の農家が丹精込めて栽培した農産物（原木しいた
けや米など）の競り市が行われるほか、ステージイベント
や青空市場、農産物の新鮮朝取りコーナーなど楽しいイ
ベントが盛りだくさん。秋の行楽シーズンにぜひ龍門へ
お越しください。
と　き　11月17日㈰　午前９時30分～
ところ　竜門ダムエントランス広場

問龍門ふるさとまつり実行委員会　松
まつ

山
やま

☎090（9576）5936

第33回龍門ふるさとまつり

　地区内で収穫した野菜（白菜・大根など）や特産品、山
芋を競りで販売します。新米のおにぎり・おでんなどの販
売もありますので、ぜひご来場ください。

と　き　12月1日㈰　開会 　　 午前9時～
　　　　　　　　　 競り大会　午前11時～　　　　
ところ　雪野公民館

問●申雪野区長 有
う

働
どう

　☎0968（27）0674

第35回雪野収穫祭り

　西郷隆盛ゆかりの地、菊池にて骨董まつりを2日間開
催します。九州各地の古美術商をお呼びしてなかなか見
られない古美術、アンティーク、古布などを出店します。
菊人形、菊まつりも同時開催中。ぜひお越しください。
 
と　き　11月9日㈯・10日㈰  午前10時～午後5時 
ところ　きくちふるさと創生市民広場 大屋根広場 

問●申安
やす

永
なが

　☎090（1167）8153 

骨董まつりを開催します

市民の広場
※�市民の広場は市民が投稿するコーナーです。

行政情報ではありません。不明な点は各問
い合わせ先へご連絡ください。

※�投稿を希望する人は、市ホームページの申込
フォームでの申し込み、または申込書を直接、
市長公室広報交流係へ提出してください。

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

申込フォーム
 

⇒

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

を
を紹介します！

10月から新たに地域おこし協力隊が着任しました。新メン
バーのプロフィールや活動内容を紹介します。本市では現在、
10人の隊員が活動しています。

【問い合わせ先】 企画振興課 ☎0968（25）7250

ブランド推進マネージャー

熊本市北区出 身

地場産品を扱う直売所を60カ所以上巡りま
した。また、菊芋の栽培と、菊芋の新商品を
考えるのが好き。菊池で畑を見つけたいです。

趣 味

怖いもの知らずのところ。菊芋を深く知りた
くて、大学や研究機関などに連絡しました。

特 技

菊池渓谷はリラックスできる癒やしの空
間です。子どもの頃から数えると、通算
100回以上は訪問しています。

菊池の好きな場所

vol.31

里
山
創
造
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

松ま
つ

枝え
だ 

智と
も

博ひ
ろ

さ
ん

23

4

1

1_中央公民館キクロスで開催している英会話教室。レベルに合わせた丁寧な指導
が好評だ ２_自作したモバイルハウスの前で馬とふれあう ３_完全無農薬で作った野
菜の数々 4_外国人に向け菊池の魅力を発信するホームページを作成中

海
外
経
験
を
菊
池
に
還
元

自
然
に
囲
ま
れ
た
生
き
方
を

　

持
続
で
き
る
農
業
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
」と
、自

給
で
き
る
農
業
に
加
え
他
の
特
技
を
生

か
し
た
収
入
も
あ
る
生
活「
半
農
半
Ｘ
」

を
実
践
。完
全
無
農
薬
で
野
菜
を
作
っ
て

い
る
ほ
か
、野
菜
を
加
工
し
た
商
品
の
販

売
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、移
動
や

増
設
が
可
能
な
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
も
自

力
で
建
設
中
。災
害
時
に
は
シ
ェ
ル
タ
ー

に
も
な
る
簡
素
な
が
ら
強
い
構
造
の
家
で
、

来
年
度
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、外
貨
取
得
の
方
法
と
し
て
民
泊

関
連
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
増
え
続
け
る
外
国
人
旅
行
者
は
、能

動
的
な
旅
を
好
む
人
が
多
い
で
す
。
需

要
に
応
え
る
仕
掛
け
作
り
と
し
て
体
験

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
開
発
し
て
い
て
、メ

ニ
ュ
ー
が
揃
っ
た
ら
そ
れ
ら
を
海
外
に

向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
８
年
の
海
外
生
活
経
験
を
生
か
し
、英

語
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。外
国
人
に
向

け
た
サ
イ
ト
を
製
作
し
て
い
る
ほ
か
、外

国
人
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
同
行
し
、通

訳
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
使
え
る
シ
ー

ン
の
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
キ
ク
ロ
ス
で
英
会
話
教

室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。外
国
人
と
も
即

興
で
話
せ
る
実
践
的
な
英
語
を
教
え
て

い
る
の
で
、興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

菊芋

ー
な
ぜ
菊
池
の
協
力
隊
に
？

　
菊
芋
に
魅
了
さ
れ
、自
分
で
栽
培

や
情
報
収
集
、試
作
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
。
菊
芋
は
菊
池
の
特
産
品
。

農
業
関
係
の
協
力
隊
を
菊
池
が
募
集

し
て
い
た
の
で
、自
分
の
経
験
を
生

か
し
て
菊
芋
を
使
っ
た
ま
ち
お
こ
し

が
で
き
る
と
考
え
て
応
募
し
ま
し
た
。

ー
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ヤ
ー
コ
ン
、水
田
ご
ぼ
う
、菊
芋

と
い
っ
た
菊
池
の
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
手
伝
い
た
い
で
す
。
ま
た
、

市
民
に
菊
芋
の
魅
力
を
伝
え
、自
分

で
も
商
品
開
発
し
た
い
で
す
。
栽
培

や
加
工
技
術
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、

菊
芋
の
繁
殖
に
困
っ
て
い
る
人
に
は

根
絶
方
法
も
助
言
で
き
ま
す
。
気
楽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
菊
池
の
印
象
は
？

　
熊
本
県
屈
指
で
農
業
レ
ベ
ル
が
高

い
地
域
の
印
象
で
し
た
が
、着
任
し

て
畜
産
も
盛
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。

菊
池
の
こ
と
は
、ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
。こ
れ
か
ら
勉
強
し
、も
っ

と
地
域
を
深
く
知
り
た
い
で
す
。

ー
３
年
後
、菊
池
を
ど
ん
な
ま
ち
に

し
た
い
で
す
か
。

　
市
外
や
県
外
の
人
に
、菊
池
は
健

康
に
良
い
野
菜
が
採
れ
る
ま
ち
だ
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。
菊
池
の
仲
間

の
一
員
と
し
て
、皆
さ
ん
と
何
か
を

成
し
遂
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
私
と
も
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

菊池北中学校

七城中学校

場体験・福祉体験学習職９月17日～19日

搾乳を実際に体験。緊張しながらもうまく搾れました。また、福祉
体験では事前に練習した絵本を朗読しました

　２年生が職場体験学習を行いました。市内の17
事業所で実際に働き、仕事の大変さや働く人々の
思いや生き方に触れ、自らの進路について考える貴
重な機会となりました。３年生は福祉体験学習に参
加。市内の８事業所で出し物を披露したほか、入所
者と実際に触れ合い、福祉について深く学びました。

団宿泊教室で貴重な体験集 9月12日～13日

参加した生徒は「２日間がとても短く感じた。とても良い経験がで
きて勉強になりました」と話しました

　１年生が２日間の日程で集団宿泊教室に行きまし
た。１日目は水俣病資料館を訪問。語り部の言葉に
生徒らは真剣に耳を傾けました。２日目は、芦北町
でカッター艇に乗船。最初はバラバラだった動きも
徐々に揃い、最後はうまく漕げました。集団宿泊教
室を終え、生徒たちは貴重な経験を持ち帰りました。

　６年生が鞠智城で開催された国営公園化キャン
ペーンで延寿太鼓を演奏しました。菊池一族を永
きにわたり支えた刀鍛治・延寿一派を讃え、平成16
年に発足した延寿太鼓。田

た

中
なか

文
ふ

容
よう

子
こ

さん（辻）の指
導のもと６年生は練習を積み重ね、毎年学習発表会
や菊之池ふれあい祭りなどで披露しています。

10月20日

「総合的な学習」の授業時間を利用して延寿太鼓を練習。地域の
歴史や史跡の学習をする一環で活動しています

域の歴史を称えた延寿太鼓地
菊之池小学校

　６年生49人がハンドボール教室に参加しました。
女子ハンドボール世界選手権大会が12月に県内で
開催されることに併せて企画したもので、元全日本
代表の岩

いわ

本
もと

真
まさ

典
のり

選手ら３人が児童を指導。坂
さか

本
もと

飛
ひ

龍
りゅう

さんは「シュートが上手にできるようになった。大
会が楽しみ。みんなで応援します」と話しました。

９月30日

準備体操ではくまモンが登場し、児童は大興奮。また、練習の後
は実戦形式のゲームを実施しました

ンドボール元日本代表が指導ハ
旭志小学校

Vol.63
青
春
の
汗
！
体
育
大
会 

９
月
28
日

　

秋
晴
れ
の
中
、
５
学
科
対
抗
の
体
育
大
会
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
俵
上
げ
」

で
は
、
男
子
30
㌕
、
女
子
10
㌕
の
俵
を
頭
の
上
ま
で

持
ち
上
げ
ま
す
。
今
年
は
村む

ら

上か
み

雄ゆ
う

飛と

さ
ん
（
農
業
科

２
年
）
が
菊
農
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
称
号
を
手
に
し
ま

し
た
。「
実
習
の
成
果
が

発
揮
で
き
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
語
り
ま
し
た
。

農
業
高
校
生
の
甲
子
園
に
出
場

　
10
月
22
日
～
24
日
に
山
形
県
・
宮
城
県
・
福
島

県
の
南
東
北
三
県
で
開
催
さ
れ
た
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
連
盟
の
全
国
大
会
に
、
県
代
表
と
し
て
５
人
の

生
徒
が
農
業
鑑
定
競
技
の
各
分
野
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
畜
産
分
野
】
畜
産
科
学
科
３
年　

野の

田だ

嘉ひ
ろ

来な

さ
ん
、

加か

藤と
う

星せ

菜な

さ
ん
、
畜
産
科
学
科
１
年　

林は
や
し

真ま

那な

さ
ん

【
食
品
分
野
】
食
品
化
学
科
２
年　

南な
ん

原ば
ら

美み

来く

さ
ん

【
生
活
分
野
】
生
活
文
化
科
３
年　

斉さ
い

藤と
う

好こ
の

伽か

さ
ん

　

農
業
鑑
定
競
技
は
、
動
植
物
や
実
験
実
習
器
具
、

病
害
虫
の
写
真
や
実
物
、
農
業
経
営
や
経
済
に
関
す

る
問
題
が
40
問
出
題
さ
れ
、
名
称
や
品
名
、
用
途
を

解
答
す
る
競
技
で
す
。

市内３高校の魅力を伝えます！

�

ボ
ー
ト
部 

全
国
選
抜
大
会
に
向
け
て

　

ボ
ー
ト
部
は
８
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予
選
を
通
過
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
将
の
青あ

お

木き

結ゆ
う

菜な

さ
ん
（
商
業
科
２
年
）
は
「
全
国
の
強
豪
校
と
の
差

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
の
私
た
ち

に
必
要
な
こ
と
は
他
の
学
校
に
負
け
な
い
圧
倒
的
な

練
習
量
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
全
九
州
高
等
学
校
選
抜
競
漕
大
会
の
予

選
と
な
る
県
高
等
学
校
競
漕
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
終
了
後

か
ら
集
中
力
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
高
め
、
以
前

よ
り
も
質
の
高
い
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
部
員
た
ち
。
全
国
選

抜
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
る
た
め
に
、
今
日
も

ボ
ー
ト
を
懸
命
に
漕
い

で
い
ま
す
。

�

育
友
会
林
体
験
学
習

　
毎
年
１
年
生
は
11
月
に
育
友
会
林
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
育
友
会
林
は
菊
池
市
重
味

地
区
に
あ
る
約
17
㌶
の
林
で
、
１
９
３
３
年
か
ら
学

校
林
と
な
り
、
体
験
学
習
は
そ
れ
以
来
続
い
て
い
る

菊
高
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

体
験
学
習
の
前
に
は
保
護
者
に
よ
る
下
草
刈
り
や

菊
池
森
林
組
合
の
協
力
に
よ
り
事
前
学
習
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。
育
友
会
林
を
校
舎
改
築
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
今
後
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各校の２学期の活動やイ
ベント情報をお伝えします。

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

俵上げで優勝した
村
むら

上
かみ

雄
ゆう

飛
と

さん

　本校最大のイベント
を今年も盛大に開催し
ます。生徒たちが日々
の実習で栽培したメロン、
タマネギ苗、シクラメン、
パンジーなどの農産物
やハム、ソーセージなど
の加工品を販売します。
　また、日ごろの学習成
果の発表や展示もあり
ます。多くの人のご来場
をお待ちしています。

斑蛇口湖で練習をするボート部員

�

は
じ
け
ろ
青
春
！

　
～
令
和
か
ら
は
じ
ま
る
菊
女
物
語
～

　

９
月
28
日
に
菊
池
市
総
合
体
育
館
で
新
校
舎
完
成

記
念
体
育
大
会
を
開
催
。
笑
顔
と
歓
声
が
溢
れ
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
イ
ー
ン
の
「W

e w
ill rock you

」
に
合
わ
せ

た
集
団
演
技
や
、
２
年
生
全
員
に
よ
る
日
本
剣
道
形
、

３
年
生
の
創
作
ダ
ン
ス
「
ア

ラ
ジ
ン
」、
応
援
団
演
舞
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
最

後
の
全
校
ダ
ン
ス
で
は
、

「
お
も
い
で
宝
箱
」
を
会
場

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
和
や
か
に
踊
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
名
物
「
菊

女
弁
当
」
も
秋
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
登
場
。
地
元
産
の
野

菜
や
果
物
、
卵
な
ど
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
栗
ご

飯
、
オ
ク
ラ
の
饅
頭
、
太

秋
柿
の
ゼ
リ
ー
と
秋
の
恵

み
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【午前の部】
体育館でステージ発表

【午後の部】
催し物・バザー

菊女弁当 大会の華、応援団競演
家庭科のファッションショー

　芸術を愛する心や豊かな情操を養う目的で、い
きいき芸術体験教室を開催しました。この日は熊
本市立必由館高校の和太鼓部が登場。体の奥まで
響きわたる和太鼓の音や部員の息の合った演奏に、
児童は目を輝かせて観覧しました。これからも、本
物に触れる場を設定し児童の心を育てていきます。

９月19日

実際に和太鼓の演奏も体験。児童は「叩いてみてとても楽しかった」
と感想を述べました

きいき芸術体験教室い
泗水小学校
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　市議会議場で子ども議会が開催され、市内５つの中学校
から20人が参加しました。中学生たちは本物の議会のよう
に一般質問を実施。「安全マップの作製」や「木製ストローの
普及」など、日常の疑問や要望10件を質問しました。

生徒は「本物の議場で質問できて思い出になった。より良い菊池に
なるよう、もっと政治や選挙に関心を持っていきたい」と話しました

中学生が議会を疑似体験
８月２日　子ども議会

　ふれあいレガッタ大会が斑蛇口湖ボート場で開催され、熱
戦が繰り広げられました。今回は市内外から38クルーが出
場。市内の最上位だった男女各チームが、９月に大分県日田
市で開催された全国市町村交流レガッタ大会に参加しました。

各チームは日ごろの練習の成果を発揮。息の合ったストロークを見
せました

竜門ダムの斑蛇口湖でボート大会
９月１日　第20回ふれあいレガッタ

　菊池ライオンズクラブと提携を結ぶ天草本渡ライオンズ
クラブの子どもたち14人と関係者が本市を訪れました。交
流会は今年で37回目。２泊3日の日程でホストファミリーと
交流し、菊池夏まつりやイデベンチャーなどを楽しみました。

今回は浦添市の中学生3人も一緒に交流しました

菊池の食と自然を満喫
８月9日～12日　第37回山と海・青少年交流会

　同神社の奉賛会と崇敬会が子どもたちの健やかな成長を
願い毎年開催しているもので、化粧まわしに紅白ねじり鉢巻
き姿の赤ちゃん17人が土俵入り。少年相撲大会も開催され、
県内外から92人の子ども力士たちが熱戦を繰り広げました。

大人の力士に抱かれた赤ちゃんが土俵に登場すると会場からは大き
な声援が送られました

奉納相撲に子どもたちが登場
９月１日　北宮阿蘇神社

　フランスのパリでレストランを営むシェフの中
なか

山
やま

豊
とよ

光
みつ

さん
（泗水町出身）が、中央公民館でユメミライレストランを開
催。20人の中高生が料理を作りました。交流会では、各自
が夢や将来について発言。中山さんがアドバイスをしました。

「故郷の子どもたちに、自分の
できることを通して何かを伝え
たい」という中山さんの思いか
ら始まったユメミライレストラ
ンは今年で３回目です

中山シェフと料理を作ろう
8月12日　ユメミライレストラン

　プロの技術を体験してもらおうと、㈱東京ドームスポーツ
の企画のもと総合体育館で開催しました。市内外から50人
以上の小中高生が参加。プロ選手のスピード溢れるパスや
シュートに目を輝かせ、丁寧な指導に耳を傾けていました。

西
にし

谷
たに

亮
りょう

一
いち

選手、佐
さ

藤
とう

正
まさ

成
なり

選手、澁
しぶ

澤
さわ

秀
ひで

徳
のり

選手が実技を交えて指導し
ました

プロの技術を体験
８月11日　ヴォルターズバスケットボールクリニック

　菊池市米飯官能鑑定士の養成講座を中央公民館で開催し
ました。米・食味鑑定士協会会長の鈴

すず

木
き

秀
ひで

之
ゆき

さんと㈱イリグ
チ取締役の入

いり

口
ぐち

壽
ひさ

子
こ

さんが講師としてコメの炊き方や種類、
構造などを説明。受講者が実際に炊いたコメを審査しました。

この資格はコメどころ菊池を全国へ発信し、菊池米のブランド化を
推進していきたいとの思いから、昨年創設しました

コメの鑑定士に32人が認定
８月24日　米飯官能鑑定士養成講座

　日本真空拳空手道の選手５人が入賞しました。【組手の部】
中学生男子準優勝・細

ほそ

江
え

良
りょう

（泗水中３年）、女子３位・澤
さわ

邉
べ

瑠
る

菜
な

（泗水中１年）小学校準優勝・山
やま

下
した

一
いち

乃
の

（隈府小５年）、準優勝・
山
やま

下
した

にこ乃
の

（隈府小３年）、３位・澤
さわ

邉
べ

竜
たつ

哉
や

（泗水小４年）。

菊池支部道場泗水塾の早
はや

田
た

敏
とし

光
みつ

塾長は「惜しくも入賞を逃した選手
も、今後の大会へのステップになった」と大会を振り返りました

菊池の少年少女が大活躍
８月18日　第４回正流拳杯体力別空手道選手権大会

※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市の PR のために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

　明るい選挙啓発作品コンクールにたくさんの応募をいただ
きありがとうございました。第1次審査を行い、第２次審査へ
出品しました。第２次審査の結果発表は令和２年1月予定です。
　皆さんの作品をとおして、選挙に関心を持ってもらうととも
に、明るい選挙の推進につなげていきます。

　第２次審査に出品した作品は次のとおりです。（敬称略）

［問い合わせ先］
選挙管理委員会　☎0968（25）7201

第２次審査出品作品を紹介します
2019 明るい選挙啓発作品コンクール

秋
あき

好
よし

美
み

琴
こと

（菊之池小３年）

松
まつ

野
の

さくら
（菊池南中２年）

上
うえ

田
だ

晄
こう

生
せい

（泗水小４年）

菊
きく

野
の

　百
もも

（菊池南中３年）
宇

う

野
の

木
き

葵
あおい

（泗水東小１年）
和

わ

田
だ

野
の

蹴
しゅう

斗
と

（菊池南中１年）

加
か

二
に

谷
や

海
う

美
み

（隈府小５年）
芹
せり

川
かわ

琥
こ

珀
はく

（旭志小６年）
有

う

働
どう

真
ま

未
み

（菊池南中１年）

習字部門2 次審査出品作品

ポスター部門2 次審査出品作品
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11月23日
㈯㈷

光進会クリニック（内・消内・小・皮） 大津町 096（294）8888

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

11月24日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（２４８）５８００

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

中村歯科医院 菊池市 0968（37）2300

12月1日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

12月8日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

社の里 かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

にじの森歯科クリニック 菊陽町 096（339）8118

11月3日
㈰㈷

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

たけうち歯科医院 合志市 096（342）5285

11月4日
㈪

※振替休日

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

うさぎの谷薬局 菊池市 0968（38）7088

11月10日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

原田歯科医院 合志市 096（242）3285

11月17日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

米田産婦人科医院（産妊・麻） 菊池市 0968（25）2589

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

休日在宅当番医

※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医
師会テレホンサービス（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００
でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.67

◆
こ
の
秋
、
2
つ
の
演
劇
が
本
市
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
1
つ
目
は
第
３
回
菊
池
市
民
劇
。
今
回
は

「
菊
池
の
夜
明
け
」
と
題
し
、
２
千
年
以
上
も
時

代
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
米
づ
く
り
の
始
ま
り
の
物
語

で
す
。
原
作
脚
本
・
演
出
か
ら
会
場
運
営
に
至
る

ま
で
全
て
市
民
の
手
作
り
。
1
ヶ
月
半
の
短
い
準

備
期
間
と
は
思
え
な
い
素
晴
ら
し
い
熱
演
で
し
た
。

◆
2
つ
目
は
、
劇
団
前
進
座
に
よ
る
本
格
演
劇

「
ち
ひ
ろ
」
の
上
演
で
す
。
可
愛
ら
し
い
子
ど
も

の
水
彩
画
で
有
名
な
画
家
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
さ
ん

の
生
き
様
を
描
い
た
作
品
で
、
昨
年
か
ら
日
本
全

国
を
巡
業
公
演
し
て
い
ま
す
。
◆
ち
ひ
ろ
役
の
主

演
有あ

り

田た

佳か

代よ

さ
ん
は
菊
池
市
の
出
身
。
８
歳
の
少

女
だ
っ
た
彼
女
が
初
め
て
舞
台
演
劇
を
見
て
感
動

し
、
そ
の
後
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
に
出
演
し
て
演
劇

の
道
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
そ
の
共
通
の
場
所

は
菊
池
市
文
化
会
館
で
し
た
。
し
か
も
最
初
に
見

た
演
劇
と
は
偶
然
に
も
前
進
座
の
公
演
だ
っ
た
そ

う
で
正
に
運
命
の
出
会
い
。
演
劇
人
生
の
扉
を
開

い
て
く
れ
た
故
郷
に
恩
返
し
を
し
た
い
。
彼
女
の

熱
い
思
い
か
ら
今
回
の
上
演
が
実
現
し
た
も
の
で

す
。
◆
演
劇
は
限
ら
れ
た
舞
台
設
定
の
中
で
、
観

る
側
の
想
像
力
が
必
要
で
す
。
今
回
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
生
の
舞
台
を
経
験
し
ま
し
た
。
子
ど

も
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。
第
２
の
有
田
さ
ん
が

生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
触
発
さ
れ
て
さ
ま

ざ
ま
な
夢
に
挑
戦
し
て
み
る
気
持
ち
が
芽
生
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
生
そ
の
も
の
が
、
自
分
が

主
役
で
筋
書
き
の
な
い
舞
台
。
今
回
の
体
験
が
こ

ど
も
達
の
人
生
舞
台
の
展
開
を
何
か
変
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
考
え
る
だ
け
で
思
わ
ず
、
頑
張
れ
！
と

声
が
出
そ
う
で
す
。

人生という舞台

谷
たに

田
だ

椋
りょう

平
へい

ちゃん（湯舟） 栄
さかえ

　彬
あき

仁
と

ちゃん（下橋田）

3歳 H28年11月20日生まれ 2歳 H29年11月1日生まれ
菊
きく

川
かわ

詩
し

乃
の

ちゃん（下西寺） 中
なか

川
がわ

潤
じゅん

乃
の

助
すけ

ちゃん（遊蛇口）
1歳 H30年11月30日生まれ 1歳 H30年11月25日生まれ

南
みなみ

　好
このみ

ちゃん（福本一） 山
やま

本
もと

璃
り

紅
く

ちゃん（高野瀬）

1歳 H30年11月1日生まれ 3歳 H28年11月1日生まれ
古
ふる

家
いえ

可
か

唯
い

ちゃん（富の原一）
1歳 H30年11月22日生まれ

酒
さか

井
い

杏
あん

奈
な

ちゃん（西正観寺）

2歳 H29年11月20日生まれ

渡
わた

邊
なべ

夕
ゆ

里
り

子
こ

ちゃん（北原）

1歳 H30年11月2日生まれ
朝
とも

永
なが

　麦
むぎ

ちゃん（野間口）
3歳 H28年11月9日生まれ

野
の

中
なか

陸
りく

叶
と

ちゃん（原細永）

2歳 H29年11月8日生まれ
山
やま

口
ぐち

大
たい

惺
せい

ちゃん（高江出分）
1歳 H30年11月2日生まれ

緒
お

方
がた

　凰
こう

ちゃん（東原）

西
にし

山
やま

珠
み

月
つき

ちゃん（立町）

2歳 H29年11月12日生まれ

1歳 H30年11月21日生まれ

草
くさ

野
の

星
せ

七
な

ちゃん（袈裟尾）

上
うえ

野
の

陽
はる

柊
ひ

ちゃん（栄町）

3歳 H28年11月22日生まれ

1歳 H30年11月20日生まれ

西
にし

田
だ

環
かん

那
な

ちゃん（永）
1歳 H30年11月9日生まれ

髙
たか

木
き

野
の

々
の

華
か

ちゃん（片角）
1歳 H30年11月5日生まれ

谷
たに

田
だ

絆
ばん

人
り

ちゃん（北桜ヶ水）

1歳 H30年11月16日生まれ
稗
ひえ

田
だ

瑠
る

音
ね

ちゃん（富の原東）
1歳 H30年11月12日生まれ

岩
いわ

下
した

晏
あん

志
じ

ちゃん（富の原東）
1歳 H30年11月6日生まれ

福
ふく

島
しま

蒼
そう

大
た

ちゃん（富の原東）

1歳 H30年11月22日生まれ

令
和
元
年
12
月
中
に
誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ （
申
込
期
限
12
月
10
日
㈫
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

専用フォーム

頼
より

本
もと

朱
す

杏
ず

ちゃん（遊蛇口）
1歳 H30年11月6日生まれ

川
かわ

中
なか

　恋
れん

ちゃん（菊池松島）
3歳 H28年11月22日生まれ
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